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平成27年度決算

2議会だより　第126号

平成28年11月15日発行

会計決算を認定会計決算を認定

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
一 般 会 計 89億3866万円 91億7642万円 88億4773万円 93億6014万円 94億9943万円
国民健康保険 35億8077万円 37億9418万円 38億9140万円 38億2274万円 42億5370万円
後期高齢者医療 6億8317万円 7億3616万円 7億2984万円 8億4394万円 8億2734万円
介 護 保 険 22億 376万円 23億6220万円 24億3140万円 25億5462万円 26億5028万円
下 水 道 事 業 11億1584万円 11億1682万円 11億1258万円 12億1609万円 13億9008万円
特別会計小計 75億8354万円 80億 936万円 81億6522万円 84億3739万円 91億2140万円
総 合 計 165億2220万円 171億8578万円 170億1294万円 177億9753万円 186億2083万円

一般会計 56億9539万円
下水道事業特別会計 79億1931万円

（千円以下四捨五入）

合　　計 136億1470万円

町債残高

５年間の歳出推移

財政調整基金 8億8648万円
公共公益施設整備基金 6億7196万円
ふるさと葉山みどり基金 9751万円
教育基金 1000万円
国民健康保険事業運営基金 1億3528万円
介護保険給付費支払基金 1億8290万円

合　　計 19億8412万円

基金残高

9943万円

一般会計

議会費

衛生費
10億8784万円（11.5％）

民生費

商工費
1 億4926万円
（1.6％）

災害復旧費
0万円（0％）

歳出
94億

農林水産業費
4270万円（0.4％）

1億8370万円
（1.9％）（1.9％）

公債費
5 億2938万円
（5.6％）（5.6％）

32億711万円
（33.8％）

教育費
9 億3336万円（9.8％）（9.8％）

消防費
6 億6238万円（7.0％）（7.0％）

土木費
11億6911万円（12.3％）（12.3％）

総務費
15億3459万円
（16.2％）
15億3459万円
（16.2％）



平成27年度決算
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決算の概要
平成27年度 全ての全ての

町税
56億4583万円
（55.6％）（55.6％）4763万円

一般会計

地方譲与税・交付金等
7 億3892万円（7.3％）町債

4 億6195万円
（4.6％）

繰入金

繰越金
5億6935万円
（5.6％）（5.6％）

その他自主財源
4 億2417万円（4.2％）

地方交付税
5 億1266万円
（5.1％）

歳入
101億

3 億3980万円（3.3％）

県支出金
6 億6397万円（6.5％）（6.5％）

国庫支出金
7 億9097万円（7.8％）（7.8％）

事
務
処
理
Ｏ
Ａ
化
事

業 

２
１
７
８
万
円

　

Ｏ
Ａ
系
パ
ソ
コ
ン
借
上
や
、

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
（
職
員
に

よ
る
公
用
車
や
会
議
室
等
予

約
シ
ス
テ
ム
）
利
用
料
等
。

神
奈
川
県
町
村
情
報

シ
ス
テ
ム
共
同
事
業

 

１
億
543
万
円

　

情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
事
業

空
き
家
対
策
推
進
事

業 

562
万
円

　

空
き
家
の
適
正
管
理
や
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
実
態

調
査
を
行
っ
た
。

町
Ｐ
Ｒ
事
業 

536
万
円

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持

管
理
や
英
語
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
等
を
行
っ
た
。

※詳細は町ホームページ
　「葉山の町政」から
　ご覧いただけます。

決
算
特
別
委
員
会
審
査

ど
ん
な

成
果
成
果
が
あ
っ
た
か

負
担
金
等
。

交
通
安
全
・

防
犯
対
策
事
業

 

752
万
円

　

防
犯
カ
メ
ラ
14
台
を

国
県
道
に
設
置
し
た
。

葉
山
町
総
合
戦

略
等
策
定
事
業

 

490
万
円

　
「
葉
山
町
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
た
。

英語版ガイドブック英語版ガイドブック
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小
児
医
療
費
助
成
事
業

 

１
億
83
万
円

　

小
学
校
１
年
か
ら
６
年
ま

で
の
通
院
医
療
費
の
助
成
に

あ
た
り
、
所
得
制
限
を
撤
廃

し
制
度
の
拡
充
を
図
っ
た
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

事
業 

１
１
５
４
万
円

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
（
Ｊ

－

Ｌ
Ｉ
Ｓ
）

へ
の
関
連
事
務
委
託
と
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
等
に
関

す
る
事
務
を
行
っ
た
。

在
宅
障
害
者
へ
の
生

活
支
援
事
業

 

１
億
１
８
３
６
万
円

　

補
装
具
給
付
、
医
療
費
助

成
、
住
宅
設
備
改
良
費
補
助

等
を
行
っ
た
。

在
宅
高
齢
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業 

34
万
円

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
、

短
期
入
所
生
活
介
護
看
取
り

加
算
金
の
交
付
を
行
っ
た
。

放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業

 

２
５
１
７
万
円

　

葉
桜
、
上
山
口
、
下
山
口

児
童
館
、
青
少
年
会
館
に
お

い
て
学
童
ク
ラ
ブ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
一
色
小
旧
校
舎
に
お

い
て
、
民
間
事
業
者
が
新
規

に
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る

た
め
の
補
助
を
行
っ
た
。

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
整
備
事
業

 

124
万
円

　

長
者
ケ
崎
駐
車
場
敷
地
内

に
自
転
車
用
区
画
を
整
備
し

た
。

長者ヶ崎のサイクルステーション長者ヶ崎のサイクルステーション

水
産
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
事
業
活
動
組

織
支
援
事
業 

68
万
円

　

ア
マ
モ
の
苗
の
育
成
や
、

漁
場
底
質
の
改
良
事
業
等
を

支
援
し
た
。

消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
事
業

 

２
５
６
４
万
円

　

商
工
会
が
行
う
発
行
事
業

に
対
し
経
費
補
助
を
行
っ
た
。

観
光
施
設
維
持
管
理

事
業 

２
２
６
３
万
円

　

仙
元
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
手
す
り
支
柱
改
修
工
事
や
、

長
者
ヶ
崎
北
公
衆
ト
イ
レ
撤

去
工
事
等
を
行
っ
た
。

海
水
浴
場
開
設
事
業

 

１
９
２
４
万
円

　

町
内
３
カ
所
の
海
岸
に
海

水
浴
場
を
開
設
し
、
監
視
員
、

救
護
員
を
常
駐
さ
せ
た
。
警

備
委
託
も
行
っ
た
。

消
防
団
活
動
事
業

 

994
万
円

　

防
火
衣
や
可
搬
ポ
ン
プ
等

購
入
、
団
デ
ジ
タ
ル
無
線
電

波
利
用
料
等
。

消
防
車
両
整
備
事
業

 
４
１
８
４
万
円

　

消
防
ポ
ン
プ
車
の
更
新
を

行
っ
た
。

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー

運
用
管
理
事
業

 

８
３
１
７
万
円

　

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
共
通

設
備
利
用
負
担
金
、
消
防
救

急
デ
ジ
タ
ル
無
線
活
動
波
共

通
設
備
利
用
負
担
金
等
。

防
災
対
策
強
化
事
業

 

２
０
３
３
万
円

　

三
ヶ
岡
緑
地
津
波
避
難
路

整
備
設
計
委
託
、
避
難
所

（
葉
山
小
体
育
館
）
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
工
事
を
行
っ
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
事

業 

134
万
円

　

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ

ム
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
や
定
置

用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
を
補
助
し
た
。

下
水
道
投
入
施
設
維

持
管
理
事
業

 

５
３
３
８
万
円

　

し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の

処
理
の
た
め
、
浄
化
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
る
投
入
施
設
の
点

検
や
清
掃
等
を
行
っ
た
。

小
学
校
耐
震
整
備
事

業 

３
３
７
１
万
円

　

上
山
口
小
、
長
柄
小
で
体

育
館
天
井
等
非
構
造
部
材
の

工
事
を
行
っ
た
。

中
学
校
管
理
事
業

 

８
３
２
９
万
円

　

各
中
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
調
査

委
託
や
空
調
設
備
の
設
置
工

事
等
を
行
っ
た
。

長
柄
桜
山
古
墳
群
調

査
整
備
事
業

 

１
１
２
８
万
円

　

第
１
号
古
墳
の
整
備
工
事

や
案
内
板
設
置
を
行
っ
た
。

南
郷
地
区
活
性
化
事

業 

３
８
０
０
万
円

　

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
開
設
に
あ
た
り
、

葉
山
町
商
工
会
を
支
援
し
た
。

河
川
維
持
補
修
事
業

 

４
２
９
８
万
円

　

森
戸
川
支
流
大
南
郷
川
の

河
川
整
備
工
事
を
行
っ
た
。

緑
の
保
全
事
業

 

３
８
７
３
万
円

　

イ
ト
ー
ピ
ア
緑
地
散
策
路

の
整
備
等
を
行
っ
た
。

図
書
館
運
営
費

 

４
１
４
４
万
円

　

外
壁
等
の
調
査
や
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
及
び
ト
イ
レ
の
改

修
工
事
等
を
行
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

 

408
万
円

　

自
転
車
レ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト

（
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
）
支
援
や

町
民
体
力
測
定
等
を
行
っ
た
。

イトーピア緑地散策路イトーピア緑地散策路
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業
の
実
施
結
果
の
公
表
は
。

政
策
財
政
部
長　

夏
に
各
課

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
実
施

計
画
に
基
づ
い
た
進
捗
状
況

か
を
確
認
し
、
翌
年
度
以
降

に
反
映
さ
せ
る
対
応
を
図
る
。

問　

公
表
の
時
期
は
９
月
議

会
で
、
事
業
ご
と
に
ま
と
め

た
報
告
書
の
提
出
が
あ
れ
ば
、

最
も
効
果
的
な
決
算
審
査
が

で
き
る
と
思
う
が
。

政
策
財
政
部
長　

事
業
の
振

り
返
り
は
初
年
度
で
ち
ょ
っ

と
時
期
が
ず
れ
て
し
ま
い
、

十
分
反
省
し
て
い
る
。
次
年

度
以
降
は
、
決
算
資
料
や
監

査
資
料
の
作
成
と
同
時
に
業

務
の
振
り
返
り
も
、
対
応
を

図
る
仕
組
み
を
考
え
た
い
。

伊
東
圭
介

 

（
尚
政
会
）

問　

平
成
27
年
度
は
、
第
四

次
総
合
計
画
の
初
年
度
に
な

る
。
今
後
の
進
行
管
理
が
重

要
に
な
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

政
策
財
政
部
長　

こ
の
夏
に

27
年
度
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
政
策
課
か
ら
各
課
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

問　

基
本
計
画
の
中
に
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
指
標
」
と
し

て
平
成
32
年
度
の
目
標
で
あ

る
「
め
ざ
そ
う
値
」
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
中
間
発
表
と

し
て
も
達
成
度
を
数
値
と
し

て
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

な
る
べ
く
数
字
的
な

根
拠
を
も
っ
て
出
せ
る
よ
う

努
め
た
い
。

問　

機
構
改
革
が
行
わ
れ
た

が
評
価
を
伺
う
。

町
長　

新
設
の
政
策
課
、
町

民
健
康
課
、
公
共
施
設
課
等
、

ま
だ
課
題
も
あ
る
の
で
、
事

務
分
掌
を
含
め
、
今
後
も
検

討
を
重
ね
て
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
た
い
。

問　

消
防
指
令
業
務
の
共
同

運
用
の
成
果
を
伺
う
。

消
防
長　

救
急
出
動
の
時
間

短
縮
等
も
あ
り
順
調
で
あ
る
。

窪
田　

美
樹

 

（
日
本
共
産
党
）

問　
「
葉
山
町
の
財
政
決
算

版
」
に
「
民
間
基
準
で
も
胸

を
張
れ
る
健
全
財
政
に
な
っ

た
」
と
あ
る
。
民
間
基
準
を

目
指
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

い
な
い
。

問　

実
質
公
債
費
率
が
年
々

下
が
り
マ
イ
ナ
ス
0.3
％
。
ど

こ
ま
で
下
げ
る
の
か
。

町
長　

今
後
は
公
共
施
設
管

理
等
に
財
政
出
動
が
考
え
ら

れ
、
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

問　

将
来
負
担
比
率
０
の
自

治
体
は
県
内
６
自
治
体
し
か

な
い
。
ど
う
評
価
す
る
か
。

町
長　

例
年
通
り
の
結
論
だ
。

問　

借
金
を
減
ら
し
、
コ
ス

ト
削
減
し
た
町
政
運
営
を
続

け
た
結
果
の
数
値
と
考
え
る
。

「
貯
金
は
増
え
た
が
平
均
を

下
回
っ
て
い
る
」
は
、
基
金

を
増
や
す
と
い
う
意
味
か
。

町
長　

今
の
う
ち
に
増
や
し

て
い
き
た
い
。

問　

徴
収
業
務
強
化
が
評
価

さ
れ
て
い
る
が
、
厳
し
す
ぎ

る
取
り
立
て
を
行
っ
て
い
な

い
か
等
、
業
務
精
査
は
。

総
務
部
長　

法
律
で
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
、
徴
税
吏
員
が

対
応
し
て
い
る
。

鈴
木　

道
子

 

（
公
明
党
）

問　

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス

に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

費
は
適
切
か
。

町
長　

多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
検
討
改
善
を
し
っ
か
り

し
て
、
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
進
め
て
い
く
。

問　

安
全
対
策
を
強
力
に
や

る
べ
き
で
あ
っ
た
が
ど
う
か
。

町
長　

要
望
は
行
っ
て
い
る
。

問　

南
郷
活
性
化
事
業
に
つ

い
て
、
町
と
し
て
実
行
委
員

会
へ
の
加
わ
り
方
に
つ
い
て
、

反
省
点
は
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長　

活
性
化
事

業
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

町
と
し
て
は
積
極
的
に
は
か

か
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
全

て
を
仕
切
れ
る
と
い
う
立
場

に
は
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ

ろ
は
、
反
省
点
だ
。

問　

交
通
渋
滞
の
対
策
も
、

も
っ
と
詰
め
て
い
く
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

町
長　

慢
性
的
な
渋
滞
の
解

消
と
い
う
課
題
と
し
て
も
捉

え
て
い
る
。
解
決
に
向
け
検

討
中
で
あ
る
。

決
算
審
議
総
括
質
問

　
　

 
こ
ん
な
点
が
気
が
か
り 　
　

質
問
者
の
原
稿
を
基
に
作
成
し
て
い
ま
す

　

９
月
14
日
・
15
日
、
27
年

度
決
算
に
対
し
、
５
人
の
議

員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し

た
。飯

山
直
樹

 

（
民
進
党
）

問　

新
公
会
計
制
度
へ
の
移

行
に
よ
り
、
会
計
処
理
は
複

雑
に
な
る
。
公
正
妥
当
な
評

価
に
向
け
た
体
制
へ
の
考
え

は
。

政
策
財
政
部
長　

導
入
後
も

監
査
委
員
で
対
応
す
る
。

問　

提
供
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
町
民
の
満
足
度
評
価
は
。

町
長　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
満

足
度
評
価
は
、
全
分
野
に
あ

て
は
ま
る
と
い
う
風
に
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

財
政
は
綱
渡
り
寸
前
状

態
。
人
件
費
割
合
が
他
自
治

体
と
比
較
し
て
大
き
い
が
。

町
長　

人
件
費
比
率
ひ
と
つ

で
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
の

は
、
良
く
な
い
と
考
え
る
。

問　

決
算
に
事
業
進
捗
管
理

が
欠
如
し
て
い
る
が
。

政
策
財
政
部
長　

夏
か
ら
の

各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
進

捗
管
理
し
、
今
後
の
対
応
を

検
討
中
だ
。

畑
中
由
喜
子

 （
い
き
い
き
葉
山
の
会
）

問　

平
成
27
年
度
予
算
執
行

上
の
課
題
や
問
題
点
は
。

町
長　

監
査
意
見
書
に
指
摘

の
あ
る
、
不
用
額
の
解
決
が

課
題
と
捉
え
て
い
る
。

問　

第
四
次
葉
山
町
総
合
計

画
実
施
計
画
が
、
中
期
財
政

計
画
と
連
動
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
よ
る
進
行
管
理
を
行
い
、

事
業
成
果
の
最
大
化
を
図
る

と
し
て
い
る
が
、
主
要
な
事

しおさい公園のつわぶきしおさい公園のつわぶき
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決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

　

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
待
寺
真
司
委
員
長
の

も
と
、
飯
山
直
樹
副
委
員
長
、
横
山
す
み
子
、
山
田
由

美
、
窪
田
美
樹
、
笠
原
俊
一
各
委
員
が
９
月
16
日
か
ら

５
日
間
、
関
係
各
部
長
等
の
出
席
を
求
め
、
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
町
長
・
教
育
長
に
出
席
を

求
め
次
の
項
目
を
質
問
し
ま
し
た
。

町
長
・
教
育
長
質
問

問　

基
金
の
積
立
て
に
対
す

る
考
え
方
と
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
は
。

答　

基
金
は
多
い
ほ
ど
よ
い
。

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
は

28
年
度
策
定
す
る
。

問　

国
際
姉
妹
都
市
交
流
及

び
姉
妹
都
市
交
流
の
今
後
は
。

答　

国
外
と
の
交
流
は
財
政

的
に
厳
し
い
が
、
ホ
ー
ル
ド

フ
ァ
ス
ト
ベ
イ
に
は
一
度
、

私
費
で
出
向
い
て
話
し
た
い
。

草
津
と
の
交
流
で
は
、
ネ
ッ

ト
予
約
の
方
が
早
い
の
で
、

宿
泊
費
助
成
は
も
う
要
ら
な

い
か
も
し
れ
な
い
。

問　

自
転
車
に
よ
る
町
活
性

化
事
業
と
、
道
路
の
安
全
整

備
対
策
は
。

答　

海
岸
通
り
で
は
な
く
、

山
側
の
道
を
通
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
お
願
い
す
る
。
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
事
業
は
29
年
に
向

け
て
検
討
す
る
。

問　

空
き
家
等
実
態
調
査
結

果
を
踏
ま
え
た
、
空
き
家
の

活
用
施
策
は
。

答　

空
き
家
に
な
る
に
は
事

情
が
あ
る
。
市
場
に
出
せ
な

い
物
件
を
活
用
す
る
の
は
難

し
い
。

問　

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

対
象
拡
充
は
。

答　

福
祉
文
化
会
館
の
予
約

は
、
１
週
間
前
ま
で
は
可
能

に
な
る
。
夜
間
の
利
用
に
は

職
員
の
シ
フ
ト
を
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
上
の

短
縮
は
無
理
。
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ

Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
へ
の

拡
大
は
商
工
会
と
相
談
中
。

問　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め

の
運
動
施
設
建
設
に
係
る
考

え
方
は
。

答　

大
規
模
な
も
の
は
難
し

い
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
の
時
に
は
考
え

る
。
町
民
の
側
か
ら
の
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
。

問　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
は
。

答　

県
も
補
助
金
を
減
ら
し

て
い
る
。
一
般
の
関
心
も
低

　

な
お
、
次
の
要
望
・
指
摘

を
し
ま
し
た
。

要　
　
　

望

１　

税
納
付
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
、
ペ
イ
ジ
ー
、

口
座
振
替
の
普
及
・
促
進

を
さ
ら
に
図
ら
れ
た
い
。

２　

防
災
備
蓄
品
の
管
理
の

徹
底
と
有
効
利
用
に
努
め

ら
れ
た
い
。

３　

空
き
家
の
利
活
用
施
策

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体

の
事
例
も
調
査
し
、
さ
ら

に
研
究
さ
れ
た
い
。

４　

海
岸
の
電
柱
の
撤
去
に

つ
い
て
根
本
的
解
決
を
図

ら
れ
た
い
。

５　

町
の
農
業
、
漁
業
の
活

性
化
と
、関
連
機
関
と
の
連

携
を
一
層
深
め
ら
れ
た
い
。

６　

花
の
木
公
園
と
役
場
周

辺
道
路
の
整
備
を
適
正
に

行
わ
れ
た
い
。

７　

障
が
い
者
雇
用
に
関
し
、

障
が
い
者
及
び
雇
用
主
に

対
す
る
普
及
促
進
を
さ
ら

に
図
ら
れ
た
い
。

８　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事

業
の
普
及
啓
発
及
び
対
象

範
囲
拡
充
を
図
ら
れ
た
い
。

９　

生
涯
学
習
（
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
）
振
興
の
た
め

の
施
設
整
備
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

10　

松
く
い
虫
対
策
に
つ
い

て
は
十
分
な
対
応
を
と
ら

れ
た
い
。

11　

汚
水
処
理
施
設
整
備
構

想
（
下
水
道
10
年
概
成
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
具

体
的
な
整
備
方
針
及
び
進

捗
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。

指　
　
　

摘

１　

消
防
団
員
の
充
足
率
を

高
め
る
よ
う
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

２　

自
転
車
に
よ
る
活
性
化

事
業
に
当
た
り
、
安
全
な

道
路
整
備
に
万
全
を
期
す

べ
き
で
あ
る
。

３　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
現
状
の
把
握
に
努
め
、

個
々
に
対
策
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

４　

付
属
説
明
書
の
記
載
に

当
た
っ
て
は
慎
重
を
期
し
、

訂
正
が
な
い
よ
う
に
作
成

す
べ
き
で
あ
る
。

下
し
て
お
り
、

町
と
し
て
も
悩

ん
で
い
る
と
こ

ろ
だ
。

問　

社
会
保
障

と
し
て
の
国
民

健
康
保
険
と
、

町
の
現
状
に
対

す
る
考
え
方
は
。

答　

対
象
者
の

人
数
は
減
っ
て

い
る
が
、
高
額

な
薬
剤
が
増
え

て
い
る
の
で
支

出
は
増
加
し
て

い
る
。
対
応
は

29
年
度
予
算
で
示
す
。
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増

や
す
と
、社
会
保
険
加
入
者

に
対
し
て
不
公
平
に
な
る
。

審
査
結
果

　
「
一
般
会
計
」「
介
護
保
険

特
別
会
計
」
に
つ
い
て
は
全

会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
「
国
民
健
康
保
険
」「
後
期

高
齢
者
医
療
」「
下
水
道
事

業
」
の
各
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま

し
た
。

葉山公園の松くい虫被害葉山公園の松くい虫被害
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本会議における平成27年度の決算審議結果
畑中由喜子、飯山直樹、窪田美樹、石岡実成、土佐洋子の各議員が討論を行いました。

主な討論内容

審議の結果

国民健康保険特別会計
・ 保険料滞納者への対応が厳しくなった（畑中）
・ 短期証の方が増えたことは命にかかわる
 （畑中・窪田）

後期高齢者特別会計
・制度そのものに反対 （畑中・窪田）

下水道特別会計
・10年概成プランの具体策がない （畑中）
・今後の計画・展望が不明確 （窪田）

一般会計

・  第四次総合計画実施計画が財政計画と連動

してスタートした （畑中）

・ 予算計画をほぼ忠実に実行している （飯山）

・ 人件費が増大している問題はある （窪田）

・ 緊急通報システムの普及を望む （窪田）

・ 扶助費増大は時代の流れで仕方ない （石岡）

・ 空き家調査や人間ドック助成、ハザード

マップ作製等は評価する （石岡）

・ 決算書はミスがないよう作成してほしい

 （石岡）

・ 南郷公園テニスコートの予約システムは評

価する （土佐）

・ ごみ処理費が減ったことは評価する （土佐）

・ 共通投票所の設置をお願いしたい （土佐）

国民健康保険特別会計

・独立採算にするべき （土佐）

◎一般会計 全会一致
◎国民健康保険特別会計 賛成多数
◎後期高齢者医療特別会計 賛成多数
◎介護保険特別会計 全会一致
◎下水道事業特別会計 賛成多数

賛成 反対

認
定

介護保険特別会計
・ 保険料の段階を11段階から14段階に細かく
した （畑中）

下水道事業特別会計
・ ３団地の方に十分な説明をしてほしい （土佐）
・ 下水道接続の期限を、下水管敷設後１年以
内から３年以内に延長するという制度変更
をお知らせしてほしい （土佐）
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■
平
成
28
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
概
要

● 

普
通
交
付
税

 

（
４
８
７
３
万
円
）

● 

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
推
進
交
付
金

 

（
487
万
円
）

● 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施

設
等
整
備
費
補
助
金

 

（
３
２
０
０
万
円
）

● 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金 

（
293
万
円
）

● 

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

 

（
△
５
千
万
円
）

●

前
年
度
剰
余
金

 

（
４
億
604
万
円
）

歳
出
概
要

● 

財
政
調
整
基
金
積
立
金

 

（
１
億
７
千
万
円
）

● 

公
共
公
益
施
設
整
備
基
金

積
立
金 

（
２
億
円
）

● 
「
葉
山
児
童
デ
イ　

結
」

備
品
購
入
費
補
助
金

 

（
60
万
円
）

● 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業 
（
983
万
円
）

主
な
質
疑

問　

一
般
会
計
繰
出
金
更
正

増
の
支
出
内
容
の
説
明
を
。

答　

国
民
健
康
保
険
制
度
が

平
成
30
年
か
ら
都
道
府
県
化

に
な
る
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
改

修
に
関
す
る
判
定
作
業
の
費

用
だ
。

問　

各
種
福
祉
団
体
等
補
助

金
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置

に
つ
い
て
は
。　

答　

平
成
27
年
の
消
防
法
改

正
に
よ
る
、
宿
泊
施
設
が
あ

る
「
ア
ン
コ
ー
ル
葉
山
」
が

対
象
で
、
他
の
施
設
は
全
て

設
置
済
み
だ
。

問　

乳
幼
児
予
防
接
種
事
業

問　

職
員
給
与
費
の
通
勤
手

当
の
補
正
に
関
し
て
、
遡
及

支
給
は
ど
う
か
。

答　

遡
及
不
適
用
の
原
則
が

あ
り
、
適
当
で
は
な
い
。

問　

各
種
福
祉
団
体
等
補
助

金
の
体
制
は
。

答　

補
助
の
妥
当
性
が
判
断

で
き
た
。

反
対
討
論
（
飯
山
）

　

一
般
職
員
と
同
様
に
定
期

代
を
支
給
す
る
こ
と
は
、
報

酬
増
と
受
け
取
れ
る
。
町
の

経
常
収
支
比
率
を
健
全
に
す

る
た
め
の
改
善
策
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。
特
別
職
の
報
酬

に
つ
い
て
は
、
熱
意
あ
る
仕

事
に
十
分
応
え
う
る
報
酬
に

す
る
こ
と
に
反
論
は
な
い
。

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

歳
入
概
要

●  
前
年
度
剰
余
金

 

（
８
７
２
９
万
円
）

歳
出
概
要

● 

一
般
会
計
繰
出
金
「
シ
ス

テ
ム
改
修
経
費
交
付
金
等

相
当
額
」 
（
149
万
円
）

主
な
質
疑

問　

国
の
制
度
改
正
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
改
修
だ
が
、
全
額

国
庫
補
助
金
か
。

答　

今
の
時
点
で
は
そ
う
だ
。

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

歳
入
概
要

●

前
年
度
剰
余
金

 

（
４
０
９
４
万
円
）

歳
出
概
要

● 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金 

（
233
万
円
）

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入
概
要

●

前
年
度
剰
余
金

 

（
１
億
３
７
１
４
万
円
）

会　　計　　名 補正前の予算額 補正予算額 補正後の予算額

一　般　会　計 95億7446万円 4億5421万円 100億2867万円

特
別
会
計

国民健康保険 41億4178万円 8921万円 42億3099万円

後期高齢者医療 9億3326万円 4327万円 9億7653万円

介 護 保 険 28億5551万円 1億3741万円 29億9292万円

下 水 道 事 業 14億6334万円 884万円 14億7217万円

小　　　計 93億9389万円 2億7873万円 96億7261万円

合　　　　計 189億6835万円 7億3294万円 197億 128万円

歳入歳出予算の総額 （千円以下四捨五入）

　

第
３
回
定
例
会
は
９
月
９
日
か
ら
開
催
し
、
一
般
質
問
は
12
人
が
行
い
ま
し
た
。
議

案
は
平
成
27
年
度
葉
山
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ
め
条
例
・
陳
情
等
を
審
議

し
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

本
会
議
で
の
質
疑
・
討
論
も
含
め
た
報
告
で
す

葉山児童デイ「結」送迎車葉山児童デイ「結」送迎車

の
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
の
対
象
枠
拡
大
は
。

答　

専
門
家
に
相
談
し
た
り

近
隣
自
治
体
の
様
子
も
み
る
。

問　

発
達
障
害
児
等
支
援
推

進
事
業
の
備
品
購
入
費
は
。

答　

送
迎
用
バ
ス
購
入
費
の

補
助
だ
。
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設
置
す
る
た
め
。

主
な
質
疑

問　

他
の
自
治
体
も
一
斉
に

条
例
改
正
を
す
る
の
か
。

答　

国
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ

り
、
採
択
さ
れ
た
自
治
体
は

条
例
改
正
を
す
る
。

問　

設
置
の
期
間
は
。

答　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
適
正
化

は
継
続
し
て
い
く
。
逗
子
市

と
の
共
同
事
業
で
、
経
費
は

双
方
で
負
担
す
る
。

■
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の

他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
に
よ
る
廃
止
前
の
教
育
長

の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

及
び
葉
山
町
特
別
職
の
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

常
勤
の
特
別
職
に
属
す
る

職
員
（
町
長
・
副
町
長
・
教

育
長
）
に
新
た
に
通
勤
手
当

を
支
給
す
る
た
め
。

主
な
質
疑

問　

教
育
長
に
は
通
勤
手
当

の
項
目
が
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
か
。

答　

そ
う
だ
。

問　

通
勤
手
当
以
外
の
項
目

は
検
討
し
た
か
。

答　

し
て
い
な
い
。

問　

行
政
の
瑕か

疵し

と
い
う
こ

と
で
遡
及
支
給
は
な
い
の
か
。

答　

法
令
改
正
は
施
行
さ
れ

た
時
点
以
降
の
適
用
が
原
則

で
あ
り
、
遡
及
適
用
は
法
の

安
定
性
か
ら
も
望
ま
し
く
な

い
。

賛
成
討
論
（
土
佐
）

　

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
当

然
で
あ
り
、
施
行
期
日
も
妥

当
だ
。

■
前
記
条
例
に
つ
い
て
施
行

期
日
を
平
成
29
年
４
月
１
日

と
す
る
修
正
（
議
員
提
案
）

原
案
と
修
正
案
両
方
に
反

対
討
論
（
飯
山
）

　

町
の
将
来
財
政
方
針
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。

賛
成
討
論
（
笠
原
・
鈴
木
）

　

条
例
改
正
は
適
切
で
あ
る

が
、
施
行
期
日
は
平
成
29
年

４
月
１
日
が
適
切
で
あ
る
。

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　

水み
ず

庫く
ら

正
裕
氏
を
選
任

■
専
決
処
分
の
報
告

　

平
成
28
年
４
月
７
日
に
決

定
し
た
細
川
慎
一
氏
の
失
職

が
、
同
年
７
月
15
日
付
神
奈

川
県
知
事
の
裁
決
に
よ
り
取

り
消
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

議
員
の
身
分
が
回
復
し
た
期

間
に
係
る
報
酬
及
び
期
末
手

当
を
支
給
す
る
に
あ
た
り
、

遅
延
損
害
金
が
発
生
し
た
た

め
に
、
民
法
第
419
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
損
害
賠
償
額

が
決
定
さ
れ
、
損
害
賠
償
額

は
２
万
４
４
７
７
円
。

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
出
概
要

●

議
会
運
営
事
務
費

 

（
11
万
円
）

　

除
名
処
分
を
受
け
た
者
か

ら
県
知
事
に
審
決
申
請
書
が

提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

弁
護
士
に
依
頼
す
る
経
費
。

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
出
概
要

● 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業 

（
３
３
２
０
万
円
）

　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
当

た
り
、
敷
地
造
成
工
事
に
必

要
な
測
量
・
地
質
調
査
・
設

計
業
務
に
要
す
る
経
費
。
当

初
は
、
３
３
２
０
万
円
全
額

を
繰
越
明
許
費
と
し
て
提
案

さ
れ
た
た
め
、
議
会
で
は
そ

の
対
応
に
疑
問
が
生
じ
、
町

側
が
一
旦
取
り
下

げ
、
改
め
て
一
部

経
費
を
繰
越
明
許

費
と
し
て
再
提
案

さ
れ
た
も
の
。

主
な
質
疑

問　

繰
越
明
許
費

の
理
由
は
。

答　

期
間
に
余
裕

を
持
た
せ
、
応
札

し
や
す
く
す
る
た

め
だ
。
分
割
入
札

も
可
能
だ
。

問　

造
成
工
事
費

が
約
２
億
円
な
ら

ば
、
他
の
場
所
も

検
討
し
た
の
か
。

答　

し
て
い
な
い
。

問　

造
成
工
事
に

補
助
金
が
あ
る
の

歳
出
概
要

● 
給
付
費
支
払
基
金
積
立
金

 

（
６
千
万
円
）

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

歳
入
概
要

●

前
年
度
剰
余
金

 

（
２
８
８
４
万
円
）

●

一
般
会
計
繰
入
金

 

（
△
２
千
万
円
）

■
葉
山
町
付
属
機
関
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、

適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
確
保
す
る
た
め
「
葉
山
町

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
適
正
化

推
進
事
業
運
営
委
員
会
」
を介護の現場介護の現場

か
。

答　

な
い
。

反
対
討
論
（
山
田
）

● 

当
初
か
ら
合
意
形
成
の
認

識
が
甘
い
。

● 

造
成
の
安
全
性
や
費
用
面

な
ど
疑
問
が
多
い
。

賛
成
討
論
（
待
寺
・
窪
田
）

● 

一
定
の
理
解
は
得
ら
れ
た

と
判
断
し
、
今
後
は
き
め

細
や
か
な
説
明
、
情
報
の

発
信
、
町
民
か
ら
の
意
見

の
取
り
入
れ
な
ど
、
柔
軟

な
対
応
を
望
む
。

● 

先
進
地
の
事
例
を
研
究
し
、

災
害
時
の
対
応
、
高
齢
者

へ
の
配
食
、
食
育
の
推
進

な
ど
、
町
の
給
食
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

望
む
。

学校給食センター建設予定地（葉山中学校駐車場）学校給食センター建設予定地（葉山中学校駐車場）
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議員氏名（議席順）

議案・決議・意見・陳情等

横
山
す
み
子

金
崎　

ひ
さ

鈴
木　

道
子

飯
山　

直
樹

山
田　

由
美

窪
田　

美
樹

畑
中
由
喜
子

石
岡　

実
成

待
寺　

真
司

伊
東　

圭
介

笠
原　

俊
一

土
佐　

洋
子

近
藤　

昇
一

結　
　

果

平成28年度葉山町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○
×
討
論
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
可
否
同
数
の
と
き
の
み
議
長
が
決
し
ま
す
）

可決

決算の認定について
（平成27年度葉山町一般会計歳入歳出決算）

○ ○ ○
○
討
論
○
○
討
論

○
討
論

○
討
論
○ ○ ○

○
討
論

認定

決算の認定について
（平成27年度葉山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算）

○ ○ ○
○
討
論
○
×
討
論

×
討
論

○
討
論
○ ○ ○

○
討
論

認定

決算の認定について
（平成27年度葉山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算）

○ ○ ○
○
討
論
○
×
討
論

×
討
論

○
討
論
○ ○ ○

○
討
論

認定

決算の認定について
（平成27年度葉山町介護保険特別会計歳入歳出決算）

○ ○ ○
○
討
論
○
○
討
論

○
討
論

○
討
論
○ ○ ○

○
討
論

認定

決算の認定について
（平成27年度葉山町下水道事業特別会計歳入歳出決算）

○ ○ ○
○
討
論
○
×
討
論

×
討
論

○
討
論
○ ○ ○

○
討
論

認定

教育長の勤務時間その他の勤務条件に関する条例による廃止前
の教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例及び
葉山町特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条
例（上／議員提案による修正案　下／修正部分を除く原案）

○ ○
○
討
論

×
討
論
○ ○ ○ ○ ○ ○

○
討
論

×
討
論 修正

可決
○ ○

○
討
論

×
討
論
○ ○ ○ ○ ○ ○

○
討
論
○

平成28年度葉山町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○
×
討
論

○
討
論
○ ○

○
討
論
○ ○ ○ 可決

下山口マンション計画について、町長に慎重な判断を行うよう
要望していただくための陳情書

× × × ×
○
討
論

×
討
論

×
討
論

×
討
論
× × ×

×
討
論

不採択

下山口マンション計画に関する陳情書 × × × ×
○
討
論

×
討
論
×
×
討
論
× × × × 不採択

◎は提案者　○は賛成　　×は反対

平成28年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　　決

平成28年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可　　決

平成28年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　　決

平成28年度葉山町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可　　決

葉山町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 可　　決

監査委員の選任について 同　　意

平成28年度葉山町一般会計補正予算（第３号） 可　　決

「議案第27号　平成28年度葉山町一般会計補正予算（第４号）」撤回の件 許　　可

返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書 可　　決

平成29年度における「重度障害者医療費助成制度継続」についての陳情 採　　択

平成29年度における透析治療への通院困難者に対する「通院支援」についての陳情 採　　択

平成29年度における「慢性腎臓病（ＣＫＤ）及び生活習慣病対策」についての陳情 採　　択

日米地位協定の抜本的改定を求める陳情 趣旨了承

まちづくり条例の手直しに関する陳情書 趣旨了承

全会一致の可決議案等

平成28年　第３回定例会　表決結果
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継続して審査します
◎陳情　 刑法犯及び特別法犯議員の除名および判決確定までの報酬差し止めに関する
　　　　条例改正を求める（再提出）   （議会運営委員会）

原発事故避難者に対する
住宅支援の継続を求める意見書
　東日本大震災に伴う福島原発事故から５年半の月
日が経ったが、事故によってふるさとを離れること
を余儀なくされた避難者は、今も約10万人に上り、神
奈川県でも３千人近い方々が避難生活を送っている。
　しかし、政府と福島県は昨年、避難指示区域外から
の避難者に対する借り上げ住宅等の無償提供を2017
年３月限りで打ち切ることを決定し、来年度からの
福島県による支援策についても、対象範囲や期間、補
助額等は限定的で、住宅支援の継続、拡充を希望する
多くの避難者のニーズに充分にこたえるものとは
なっていない。住宅は最も基本的な生活の基盤であ
り、自助努力で避難生活をつないでいる母子避難の
方々にとっては、唯一の命綱となっている。これを
打ち切られることは、直ちに経済的な困窮に陥るば
かりでなく、子どもたちの未来をも断ち切ることに
なりかねない。
　2012年に制定された原発事故子ども・被災者生活
支援法（以下支援法）は、被災者一人ひとりが、「居
住、他の地域への移動及び移動前の地域への帰還に
ついての選択を自らの意志によって行うことができ
る」ように、「そのいずれを選択した場合であっても
適切に支援」することをうたっている。避難者への
住宅支援は、本来この支援法に基づく抜本的な対策
や新たな法制度の確立が必要である。
　よって、国及び県におかれては、次の事項について
実現されるよう強く要望する。
１ 　2017年４月以降についても、福島原発事故によ
る避難者への住宅支援策を継続、拡充させること。

２ 　支援法に基づき、抜本的、継続的な住宅支援が可
能な新たな制度を確立すること。

返済不要の「給付型奨学金」の創設及
び無利子奨学金の拡充を求める意見書

　現行の国の奨学金制度は、独立行政法人・日本学生支援機
構を通じて学生に貸与し、その返済金を次世代の奨学金の
原資とする形で運営されている。
　この奨学金制度は、国立大学、私立大学とも授業料が高止
まりしていることなどが背景となって、利用者は2016年度
大学生らの約４割にあたる132万人と増加傾向にある一方、
非正規雇用などによって卒業後の収入が安定せず、奨学金
の返済に悩む人が少なくない。
　そのような中、政府は６月２日に閣議決定した「ニッポン
一億総活躍プラン」において、返済不要の「給付型奨学金」
の創設を検討することを盛り込んだ。
　現在、ＯＥＣＤに加盟する34か国のうち、給付型奨学金制
度がないのは日本とアイスランドだけである。
　よって政府においては、納税者である国民の理解も得つ
つ、学生が安心して勉学に励めるよう、返済不要の「給付型
奨学金」の創設や無利子奨学金の拡充など具体的な経済支
援策として、次の事項について取り組むことを強く求める。
１ 　学ぶ意欲のある若者が経済的理由で進学を断念するこ
とがないよう、奨学金や授業料減免などの支援を拡充す
るとともに、貧困の連鎖を断ち切るため、2017年度を目途
に給付型奨学金を創設すること。
２ 　希望するすべての学生等への無利子奨学金の貸与をめ
ざし、「有利子から無利子へ」の流れを加速するととも
に、無利子奨学金の残存適格者を直ちに解消すること。
３ 　低所得世帯については、学力基準を撤廃し無利子奨学
金を受けられるようにすること。
４ 　返還月額が所得に連動する新所得連動返還型奨学金制
度については、制度設計を着実に進め、既卒者への適用も
推進すること。併せて、現下の低金利環境を踏まえ、有利
子奨学金の金利を引き下げること。　

三浦半島中央道路北側工区の早期着工実現の意見書
　平成16年３月に、三浦半島中央道路の一部である湘南国際村から長柄地区間が開通して、既に12年余りが経過した。
この一部開通が、国道134号線の交通緩和に大変寄与していることは、高く評価している。
　しかしその反面、開通当初から懸念されていたとおり、同区間の利用者の多くが逗子方面に行くため住宅地内の町道
を通り抜けていることにより、地域住民の安全・安心が脅かされ、また排気ガスにより住環境が悪化していることも事
実である。
　それに加え、平成28年９月１日に、三浦半島中央道路の長柄出口付近にショッピングプラザＨＡＹＡＭＡ　ＳＴＡＴ
ＩＯＮがオープンしたことにより、住宅地の通り抜けがさらに増える恐れがあることからも、三浦半島中央道路北側工
区の早期開通は急務である。
　さらに2020年のオリンピックでは、鎌倉・逗子・葉山がセーリング会場の１つとなると報道されており、交通渋滞緩
和のための交通インフラの充実は不可欠である。
　よって、神奈川県知事におかれては、懸案となっている三浦半島中央道路北側工区の工事について早期着工・開通を
実現されたい。

意 見 書 を 提 出 し ま し た
地方自治法第99条の規定により、国会または
関係行政庁へ送付しました。
紙面の都合上内容は要約しています。
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委員長の提出原稿を基に編集しています

委員会
 レポート

総
務
建
設

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改

定
を
求
め
る
陳
情

　

米
軍
関
係
者
の
事
件
が
繰

り
返
さ
れ
る
原
因
の
一
つ
に
、

米
軍
と
そ
の
関
係
者
に
主
権

が
及
ば
な
い
日
米
地
位
協
定

が
あ
る
の
で
、
日
米
地
位
協

定
を
抜
本
的
に
改
定
す
る
よ

う
、
国
に
対
し
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

も
の
で
す
。

　

委
員
の
総
意
は
、
本
年
第

２
回
定
例
会
で
既
に
同
趣
旨

の
意
見
書
を
国
に
対
し
提
出

し
て
お
り
、
陳
情
者
の
願
意

は
達
成
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、

全
会
一
致
に
よ
り
趣
旨
了
承

と
し
ま
し
た
。

下
山
口
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
に

つ
い
て
、
町
長
に
慎
重
な
判

断
を
行
う
よ
う
要
望
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
陳
情
書

　

葉
山
公
園
一
帯
の
環
境
と

景
観
は
葉
山
町
全
体
に
と
っ

て
も
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と

の
見
地
か
ら
、
白
石
地
区
の

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画

の
都
市
計
画
法
第
32
条

に
よ
る
同
意
・
不
同
意

に
当
た
っ
て
は
、
慎
重

な
判
断
を
行
う
よ
う
、

議
会
か
ら
町
長
に
対
し

要
望
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
陳
情
と
内

容
が
異
な
る
、
マ
ン
シ

ョ
ン
計
画
に
反
対
の
決

議
を
求
め
る
等
の
１
８

８
３
人
の
署
名
簿
が
添

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

審
査
は
、
現
地
調
査

を
行
い
、
そ
の
後
、
担
当
職

員
か
ら
本
計
画
の
概
要
と
、

手
続
き
の
経
過
な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
陳
情
に
添

付
さ
れ
た
、
１
８
０
０
人
以

上
の
署
名
簿
は
内
容
が
異
な

る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
参

考
と
し
て
も
本
陳
情
の
資
料

と
し
て
扱
う
べ
き
で
は
な
い

し
、
陳
情
の
願
意
が
不
明
瞭

で
あ
る
の
で
採
択
す
べ
き
で

は
な
い
」「
適
法
に
行
な
わ

れ
て
い
る
個
々
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
、
町
長
が
当
然

適
正
に
判
断
す
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
議
会
か
ら
要
望

す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
の

意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し
た
。

「
趣
旨
了
承
」
と
の
意
見
に

は
賛
同
者
が
な
く
、
賛
成
な

し
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

下
山
口
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
に

関
す
る
陳
情
書

　

葉
山
公
園
一
帯
の
環
境
と

景
観
は
葉
山
町
全
体
に
と
っ

て
も
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
白
石
地
区
の
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
計
画
に
つ
い
て
、

海
岸
部
の
良
好
な
景
観
を
守

る
た
め
、
事
業
主
に
対
し
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
規
模
縮
小
を

要
望
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
も
の
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
「
陳
情
者
の

願
意
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、

事
業
主
側
が
住
民
の
意
向
を

汲
ん
で
適
法
に
事
業
を
進
め

て
い
る
と
担
当
課
か
ら
説
明

が
あ
り
、
ま
た
議
会
が
事
業

者
に
対
し
申
し
入
れ
を
行
な

う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の

意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し
た
。

「
趣
旨
了
承
」
と
の
意
見
に

は
賛
同
者
が
な
く
、
賛
成
な

し
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
の

手
直
し
に
関
す
る
陳

情
書

　

葉
山
ら
し
い
美
し

い
景
観
を
町
民
と
協

力
し
て
守
っ
て
い
く

た
め
、
今
後
の
開
発

を
望
ま
し
い
方
向
に

誘
導
し
や
す
く
な
る

よ
う
、
ま
ち
づ
く
り

条
例
の
手
直
し
を
求

め
て
い
る
も
の
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
「
ま

ち
づ
く
り
条
例
が
制

定
さ
れ
て
か
ら
15
年

近
く
が
経
過
し
た
が
、
そ
の

間
、
見
直
さ
れ
た
の
は
規
則

の
み
で
あ
る
。
陳
情
に
は
具

体
的
な
改
正
内
容
が
明
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、
採
択
に
は
至

ら
な
い
も
の
の
、
議
会
と
し

て
も
見
直
す
必
要
は
認
識
し

て
い
る
の
で
趣
旨
了
承
と
し

た
い
」
と
の
意
見
で
ま
と
ま

り
、
全
会
一
致
に
よ
り
趣
旨

了
承
と
し
ま
し
た
。

行
政
視
察
報
告

平
成
28
年
６
月
21
日
〜
22
日

⑴
富
山
県
氷
見
市

　

 

学
校
施
設
を
活
用
し
た
市

庁
舎
整
備
（
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
）

　

氷
見
市
で
は
、
平
成
23
年

度
の
調
査
で
旧
庁
舎
の
耐
震

性
能
が
基
準
を
大
き
く
下
回

っ
た
こ
と
、
ま
た
津
波
の
浸

水
想
定
地
域
内
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
た
め
、
庁
舎
建
て
替

え
の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

「
市
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
」

で
の
検
討
を
経
て
、
市
庁
舎

の
整
備
方
針
を
、
廃
校
と
な 氷見市長とフューチャーセンターにて氷見市長とフューチャーセンターにて

マンション建設予定地マンション建設予定地
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っ
た
旧
県
立
高
校
の
体
育
館

を
改
修
し
て
再
利
用
す
る
と

定
め
ま
し
た
。

　

庁
舎
づ
く
り
に
当
た
っ
て

は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
を
活

用
し
た
市
民
と
の
徹
底
し
た

対
話
に
よ
る
庁
舎
づ
く
り
が

行
わ
れ
、
非
常
に
心
地
良
い

庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

庁
舎
づ
く
り
の
基
本
理
念

と
し
て
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
の
45
年
後
を
見
越

し
て
、
開
か
れ
た
庁
舎
で
、

対
話
の
あ
る
市
政
、
市
民
と

の
政
策
を
作
り
上
げ
る
場
と

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

⑵
石
川
県
七
尾
市

　

㈱
御み

祓そ
ぎ

川が
わ

の
取
り
組
み

　
 

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
（
七
尾
マ
リ

ン
シ
テ
ィ
構
想
）

　

昭
和
60
年
ご
ろ
、
政
治
的

に
も
経
済
的
に
も
落
ち
込
ん

で
い
た
七
尾
市
の
青
年
会
議

所
が
、「
海
・

港
」
か
ら
「
ま

ち
・
経
済
・
市

民
意
識
」
を
再

生
す
る
「
七
尾

マ
リ
ン
シ
テ
ィ

構
想
」
を
打
ち

出
し
、
港
に

「
能
登
食
彩
市

場
」
を
拠
点
と

し
て
作
り
ま
し

た
。
そ
の
後
駅

前
に
も
拠
点
を

つ
く
り
、
二
核

一
軸
構
想
と
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
軸

上
を
流
れ
る
水

質
汚
染
が
進
ん
だ
御
祓
川
の

再
生
が
不
可
欠
と
考
え
た
企

業
経
営
者
ら
が
設
立
し
た
会

社
が
「
㈱
御
祓
川
」
で
し
た
。

　

平
成
11
年
に
出
資
者
８
人
、

資
本
金
５
千
万
円
で
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
後
増
資
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

設
立
後
か
ら
平
成
15
年
ま

で
の
事
業

① 

御
祓
川
の
浄
化
に
か
か
わ

る
事
業

●

御
祓
川
水
質
浄
化
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

●

御
祓
川
浄
化
研
究
会

② 
「
界
隈
の
賑
わ
い
創
出
」

に
関
わ
る
事
業

● 

寄
合
処　

御
祓
館
の
整
備

● 

暮
ら
し
っ
く
館　

葦
・
い

し
り
亭
（
直
営
店
）
の
運

営
● 

御
祓
川
２
号
館
へ
の
出
店

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

③ 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
」

に
関
わ
る
事
業

●

川
へ
の
祈
り
実
行
委
員
会

●

七
尾
湾
沿
岸
住
民
会
議
の

事
務
局

●

全
国
ド
ブ
川
市
民
サ
ミ
ッ

ト
の
企
画
運
営

現
在
の
事
業
内
容

　

平
成
19
年
の
能
登
地
震
で

は
、
七
尾
市
も
震
度
６
の
揺

れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
を
き
っ
か
け
に

事
業
内
容
は
大
き
く
舵
を
切

り
ま
し
た
。
川
を
中
心
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
は
、

町
へ
の
想
い
を
次
世
代
に
つ

な
ぎ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
支
え
る
思
想
を
受
け

継
ぐ
地
域
の
人
材
を
育
ん
で

い
く
こ
と
で
す
。

①
ま
ち
育
て
…
御
祓
川
の
浄

化
●

能
登
旨
美
オ
ン
パ
ク
「
う

ま
み
ん
」

②
み
せ
育
て
…
界
隈
の
賑
わ

い
創
出

●

能
登
ス
タ
イ
ル
ス
ト
ア

●

新
商
品
開
発

③
ひ
と
育
て
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
再
生

●

長
期
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン

マ
ッ
チ
ン
グ
「
能
登
留

学
」

　

な
ど
、
多
彩
な
事
業
を
新

社
長
の
も
と
で
、
パ
ワ
フ
ル

に
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
株
式

会
社
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
そ
の
覚
悟
と
、
長
期
的
な

視
点
を
持
ち
な
が
ら
の
多
彩

な
活
動
は
、
葉
山
町
に
と
っ

て
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
変
多

い
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
の
所
感
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

委
員
長　

横
山
す
み
子

教
育
民
生

平
成
29
年
度
に
お
け
る
『
重

度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

継
続
』
に
つ
い
て
の
陳
情

　

神
奈
川
県
は
平
成
20
年
に

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
を
変
更
し
、
障
害
者
に
窓

口
負
担
・
年
齢
制
限
・
所
得

制
限
を
実
施
し
た
。
制
度
変

更
後
も
透
析
患
者
は
在
住
市

町
村
の
同
種
の
制
度
に
よ
り

負
担
な
く
治
療
を
継
続
し
て

い
る
。
今
後
も
障
害
児
者
・

透
析
者
の
負
担
が
少
な
く
、

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

平
成
29
年
度
予
算
の
策
定
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

担
当
課
か
ら
「
平
成
29
年

度
も
28
年
度
と
同
様
に
事
業

を
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
」

と
の
説
明
も
あ
り
、
議
会
も

事
業
の
継
続
を
求
め
る
た
め
、

全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
に
お
け
る
透
析

治
療
へ
の
通
院
困
難
者
に
対

す
る
『
通
院
支
援
』
に
つ
い

て
の
陳
情
」

　

透
析
患
者
は
、
週
３
回
通

院
す
る
が
、
高
齢
化
に
伴
う

移
動
困
難
、
家
族
に
よ
る
送

迎
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
病
院
等
に
よ
る
送
迎
は

増
え
て
い
る
が
福
祉
車
両
が

少
な
い
。
車
い
す
を
利
用
す

る
者
は
福
祉
有
償
運
送
や
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
た
め
、

負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の

で
、
通
院
困
難
者
対
策
と
し

て
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
及

び
タ
ク
シ
ー
券
の
継
続
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　

担
当
課
か
ら
「
平
成
29
年

度
も
28
年
度
と
同
様
に
事
業

を
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
」

と
の
説
明
も
あ
り
、
議
会
も

事
業
の
継
続
と
今
後
一
層
の

充
実
を
求
め
る
た
め
、
全
会

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

廃校舎を活用した市庁舎廃校舎を活用した市庁舎
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平
成
29
年
度
に
お
け
る
『
慢

性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
及
び

生
活
習
慣
病
対
策
』
に
つ
い

て
の
陳
情

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）

対
策
は
、
透
析
患
者
・
治
療

費
の
増
加
抑
制
に
繋
が
る
が
、

腎
臓
病
予
備
軍
の
成
人
病
を

抱
え
た
県
民
へ
の
認
知
度
が

低
い
の
で
、
将
来
を
担
う
若

者
の
健
康
意
識
教
育
や
、
慢

性
腎
臓
病
に
関
す
る
啓
発
活

動
の
た
め
の
平
成
29
年
度
予

算
策
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
の
総
意
と
し
て
、
町

は
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
一
層
の
啓
発
活
動
を
行
う

べ
く
、
予
算
計
上
を
含
め
積

極
的
な
施
策
展
開
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
と
し
、
全
会
一

致
で
採
択
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

葉
山
町
学
校
給
食
基
本
構
想

に
つ
い
て

　

９
月
29
日
委
員
会
閉
会
後
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

中
の
「
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
６
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
際
し
、

議
会
も
最
新
の
設
備
や
機
械

類
、
食
器
や
作
業
着
な
ど
の

備
品
類
に
関
し
、
識
見
を
高

め
る
た
め
実
施
し
「
み
ん
な

い
っ
し
ょ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
給
食
」
と
題
し
た
講
義
も

受
講
し
ま
し
た
。

行
政
視
察
報
告

平
成
28
年
６
月
28
日
〜
29
日

⑴
愛
知
県
尾
張
旭
市

　

 

健
康
都
市
づ
く
り
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

尾
張
旭
市
は
、
健
康
都
市

宣
言
を
行
い
、
市
を
挙
げ
て

の
重
層
的
な
健
康
づ
く
り
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
市
民
総
元
気
ま
る
事
業

　

市
民
が
自
分
の
健
康
状
態

や
普
段
の
生
活
習
慣
、
体
力

を
客
観
的
に
認
識
し
、
自
分

に
適
し
た
健
康
づ
く
り
の
具

体
的
な
方
法
を
学
び
実
践
す

る
こ
と
で
、
健
康
の
維
持
・

増
進
及
び
生
活
習
慣
病
の
一

次
予
防
を
促
し
、
健
康
寿
命

の
延
伸
が
目
的
で
す
。
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
を
健
康

づ
く
り
の
中
核
フ
ロ
ア
と
し

て
整
備
し
、
元
気
ま
る
測

定
・
健
康
教
育
・
運
動
実
技

指
導
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

② 

あ
た
ま
の
元
気
ま
る
（
軽

度
認
知
障
が
い
チ
ェ
ッ
ク

テ
ス
ト
）

　

認
知
症
の
前
駆
段
階
で
あ

る
軽
度
認
知
障
が
い
を
発
見

し
、
認
知
症
予
防
と
そ
の
必

要
性
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
５

月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
受
検
者

が
１
対
１
と
な
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
に
あ
る

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
、
約
15

分
間
質
問
に
答
え
て
い
き
ま

す
。
結
果
は
点
数
化
さ
れ
、

正
常
な
老
化
現
象
に
よ
る
物

忘
れ
と
軽
度
認
知
障
が
い
を

高
精
度
で
判
別
し
ま
す
。
対

象
は
40
歳
以
上
の
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
市
民
で
、
毎
週
２
回
開
催

し
、
受
検
費
用
は
無
料
で
す
。

③ 

健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て

　

市
民
と
協
働
の
取
り
組
み

と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
健

康
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る

健
康
づ
く
り
推
進
員
（
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
育
成
を

進
め
て
い
ま
す
。
定
例
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
・
ら
く
ら
く
筋
ト

レ
体
操
・
健
康
講
座
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
自
主
的
な
活
動
を

尊
重
し
つ
つ
、
会
の
運
営
・

活
動
等
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

研
修
会
の
開
催
支
援
、
活
動

へ
の
助
言
、
予
算
措
置
（
講

師
謝
礼
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
作

成
）
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑵
愛
知
県
半
田
市

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ソ
シ
オ
成
岩

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
①
ク
ラ
ブ
の
概
要

　

同
法
人
は
、
青
少
年
健
全

育
成
組
織
「
成
岩
地
区
少
年

を
ま
も
る
会
」
の
成
岩
ス
ポ

ー
ツ
タ
ウ
ン
構
想
が
発
端
と

な
り
、
平
成
８
年
に
設
立
。

平
成
11
年
に
は
法
務
省
の

「
子
ど
も
・
い
き
い
き
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
に
指
定
さ
れ
各
種

事
業
を
展
開
し
、
平
成
14
年

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
ま
し

た
。

　

設
立
目
的
は
、
世
代
を
超

え
て
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
、
仲
間
と
の
親
睦

を
深
め
ら
れ
る
豊
か
な
ク
ラ

ブ
ラ
イ
フ
の
創
造
で
す
。
ソ

シ
オ
と
は
「
仲
間
・
つ
な
が

り
・
社
会
」
と
い
う
意
味
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
仲
間

た
ち
が
集
い
、
や
が
て
は
ス

ポ
ー
ツ
を

「
支
え
る
」

役
割
を
果

た
し
、
そ

の
支
え
に

よ
っ
て
市

民
に
公
益

的
事
業
を

提
供
す
る

こ
と
を
目

標
と
し
て

い
ま
す
。

利
用
者
が

自
ら
サ
ー

ビ
ス
を
築

い
て
い
く

と
い
う
認
識
を
持
た
せ
る
仕

組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る

点
が
同
ク
ラ
ブ
の
特
徴
で
す
。

②
半
田
市
と
の
関
わ
り

　

半
田
市
で
は
、
民
間
事
業

者
等
の
創
意
工
夫
を
活
か
し

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
よ
り
効
率

的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
公

募
に
よ
る
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
等
の
避
難
所
と
し
て

も
市
と
連
携
を
し
て
お
り
、

ク
ラ
ブ
側
は
初
期
対
応
を
実

施
し
、
そ
の
後
の
対
応
は
半学校地域共同利用施設「スカイアリーナ」学校地域共同利用施設「スカイアリーナ」

　　模擬テストの様子模擬テストの様子
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田
市
職
員
が
行
い
ま
す
。

　

成
岩
地
区
で
は
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
は
中
学
校
の
敷
地
内
に
あ

り
、
学
校
と
地
域
住
民
が
共

同
で
利
用
し
ま
す
。
学
校
教

育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
地

域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
と

し
て
開
放
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

③
事
業
の
概
要

● 

ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

運
営
事
業

　

未
就
学
児
及
び
小
中
学
生

を
対
象
に
し
た
９
年
一
貫
指

導
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー

ル
と
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
平
日
放
課
後
の
プ
レ
イ
ス

ク
ー
ル
、
多
世
代
を
対
象
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
を

運
営
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

環
境
づ
く
り
や
文
化

活
動
の
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
担
い

手
は
、
地
域
住
民
で

す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」

と
な
り
、
地
域
の
子

ど
も
の
成
長
を
支
え
、

見
守
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は

一
人
ひ
と
り
ク
ラ
ブ

で
面
接
し
適
性
を
判

断
し
て
登
録
し
ま
す
。

● 

ウ
イ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
運
営
事
業

　

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
や
経
験
豊
富
な

専
門
家
に
よ
る
ハ
イ

ク
オ
リ
テ
ィ
な
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
対
象

の
全
国
大
会
出
場
な
ど
を
目

指
す
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

養
成
や
、
大
人
を
対
象
に
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
健
康
づ
く
り

を
求
め
て
い
る
方
に
対
し
、

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
コ
ー
チ
は
職
員

が
兼
務
し
て
い
ま
す
。

●

子
育
て
・
教
育
支
援
事
業

　

小
学
生
を
対
象
に
ク
ラ
ブ

が
組
織
す
る
メ
ン
バ
ー
が
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
で
学
習
支
援

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
勉

強
に
取
り
組
む
姿
勢
の
構
築
、

異
世
代
交
流
の
機
会
を
提
供
。

　

平
日
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

迎
え
に
行
き
、
英
語
・
算
数

の
学
習
や
宿
題
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
放
課
後
の
居
場
所
づ
く

り
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
の
長
期
休
業
中
に

は
近
隣
小
学
校
の
プ
ー
ル
開

放
に
連
れ
て
行
く
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

④
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
運
営
事
業

　

平
成
18
年
度
か
ら
半
田
市

か
ら
指
定
管
理
を
受
け
「
成

岩
地
区
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」（
愛
称

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ａ　

Ｗ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、

ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
、
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
の
３
つ
の
ア
リ
ー
ナ
、

ジ
ャ
グ
ジ
ー
付
き
の
浴
室
、

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
委
員
の
所
感
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。委

員
長　

待
寺
真
司

議
会
運
営

議
会
改
革

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
チ
ー
ム
か
ら

の
報
告

　

９
月
30
日
開
催
の
教
育
民

生
常
任
委
員
会
に
て
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
実
証
実
験
。

委
員
長　

畑
中
由
喜
子

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
チ
ー
ム

　

議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

と
効
率
化
の
た
め
こ
れ
ま
で

の
主
だ
っ
た
活
動
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

27
年
７
月
17
日

　

 

既
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
て

い
る
寒
川
町
議
会
視
察

27
年
７
月
〜
28
年
６
月

　

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
提
供
業
者
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
検

討
・
情
報
共
有
、
お
よ
び

執
行
部
側
と
の
協
議
（
４

回
開
催
）

28
年
８
月
中

　

 

２
業
者
に
よ
る
、
正
・
副

チ
ー
ム
長
他
に
対
す
る
事

前
説
明
会
、
お
よ
び
全
チ

ー
ム
員
へ
の
説
明
・
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
会
開

催
28
年
９
月
30
日

　

 

常
任
委
員
会
で
の
実
証
実

験
実
施

28
年
10
月
３
日

　

 

実
証
実
験
結
果
を
踏
ま
え
、

導
入
に
向
け
た
対
応
検
討

チ
ー
ム
長　

伊
東
圭
介

議
員
懇
談
会

町
長
招
集
に
よ
る
会
議

１　

ご
み
処
理
広
域
化
に
向

け
た
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

７
月
29
日
に
、
鎌
倉
市
、

逗
子
市
及
び
葉
山
町
が
、
ご

み
処
理
の
広
域
連
携
の
「
覚

書
」
を
締
結
し
「
ご
み
処
理

広
域
化
実
施
計
画
」
策
定
の

協
議
を
進
め
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
逗
子
市
と
可
燃
ご

み
の
共
同
処
理
の
処
理
単
価

や
焼
却
炉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

係
る
負
担
割
合
の
考
え
方
に

対
し
、
協
議
を
重
ね
て
い
る

こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

２　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
敷

地
造
成
工
事
に
伴
う
測

量
・
地
質
調
査
・
設
計
業

務
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
の
予
定
地
を
上

山
口
小
学
校
敷
地
内
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
面
な
ど
を
考
慮
し
、

葉
山
中
学
校
の
保
護
者
用
駐

車
場
部
分
を
造
成
し
て
建
設

す
る
こ
と
に
変
更
し
、
定
例

会
最
終
日
に
測
量
・
地
質
調

査
・
設
計
の
補
正
予
算
を
提

出
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

記　

近
藤　

昇
一

充実したスポーツクラブの設備充実したスポーツクラブの設備
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問　

大
規
模
自
然
災
害
発
災

前
に
、
自
治
体
等
が
と
る
べ

き
行
動
を
時
系
列
で
示
す
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行
動

計
画
）
の
研
究
と
、
今
後
の

導
入
に
つ
い
て
は
。

町
長　

28
年
８
月
に
活
用
指

針
が
示
さ
れ
、
災
害
対
応
力

の
向
上
が
目
的
で
あ
る
た
め
、

効
果
の
研
究
と
策
定
に
向
け

た
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問　

公
共
施
設

等
総
合
管
理
計

画
策
定
委
員
会

の
会
議
に
、
財

政
課
・
政
策
課

職
員
の
出
席
が

必
要
だ
と
思
う

が
。

政
策
財
政
部
長

　

次
回
以
降
、

関
係
課
の
出
席

調
整
を
行
う
。

問　

実
施
計
画

策
定
の
際
、
将

来
の
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
も
踏
ま
え
検
討

す
べ
き
だ
。

町
長　

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
か
、
長
寿
命
化

か
議
論
を
深
め
て
い
く
。
ま

さ
に
我
々
が
問
わ
れ
て
い
る

も
の
を
定
め
る
も
の
で
、
し

っ
か
り
と
議
論
し
、
確
固
た

る
も
の
に
ま
と
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

葉
山
町
総

合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

12人が町政を問う
質問者の提出原稿を基に編集しています

質問

■ 一般質問とは
　議員が町長等（執行機関）に対し、町政全般の事務の執行状況
や将来方針等の所信や疑問をただすこと、あるいは報告や説明を
求めることです。 詳しくは議会ホームペ－ジをご覧ください。

待寺真司

旧
役
場
跡
地
バ
ス
ベ
イ
の
整
備
方
針
は

町
長　

ベ
ン
チ
や
屋
根
も
良
い
も
の
を
整
備
す
る

問　

旧
役
場
跡
地
バ
ス
ベ
イ

整
備
完
了
後
の
整
備
方
針
は
。

町
長　

バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
と

屋
根
を
つ
け
る
こ
と
で
、
旧

役
場
跡
地
と
い
う
シ
ン
ボ
ル

な
場
所
の
価
値
の
向
上
や
、

ゆ
く
ゆ
く
は
跡
地
の
利
活
用

に
も
資
す
る
よ
う
な
良
い
も

の
を
整
備
し
て
い
く
。

問　

実
際
に
バ
ス
停
と
し
て

の
機
能
が
整
う
の
は
い
つ
か
。

都
市
経
済
部
長　

国
土
交
通

省
の
認
可
が
必
要
で
、
概
ね

１
ヵ
月
程
度
を
要
す
る
。

問　

防
災
会
議
の
メ
ン
バ
ー

は
多
士
済
々
で
あ
り
、
定
期

的
な
開
催
を
強
く
望
む
が
。

総
務
部
長　

28
人
の
委
員
が

一
堂
に
集
ま
る
の
は
難
し
い
。

課
題
に
特
化
し
た
分
科
会
が

可
能
か
検
討
す
る
。

供用開始が待たれる旧役場跡地バスベイ供用開始が待たれる旧役場跡地バスベイ
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横山すみ子
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
へ
の
バ
ス
路
線
変
更
の
進
展
は

町
長　

京
急
バ
ス
に
再
度
確
認
を
す
る

笠原俊一

公
共
施
設
整
備
は

町
長　

28
年
度
中
に
審
議
会
意
見
を
ま
と
め
る

問　

逗
子
市
と
の
ご
み
共
同

処
理
の
協
議
内
容
、
及
び
今

後
の
方
針
を
伺
う
。

町
長　

７
月
に
覚
書
を
締
結
、

協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
葉

山
町
の
可
燃
ご
み
の
一
部
を

逗
子
市
に
試
験
的
に
搬
入
す

る
た
め
、
搬
入
ル
ー
ト
、
搬

入
量
、
委
託
費
用
な
ど
を
協

議
中
で
あ
る
。

問　

協
議
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

い
つ
ま
で
協
議
す
る
の
か
。

環
境
部
長　

年
明
け
を
め
ど

に
一
部
試
行
的
に
受
け
入
れ

て
い
た
だ
く
予
定
。
今
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
の
計
算
の
基

礎
と
な
る
公
式
を
協
議
中
で

あ
る
。

問　

逗
子
市
で
は
す
で
に
８

月
に
、
葉
山
と
の
ご
み
処
理

連
携
の
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

当
町
の
説
明
会
は
。

町
長　

金
銭
的
な
面
が
ま
と

ま
っ
た
ら
、
広
報
は
も
ち
ろ

ん
、
私
自
身
も
皆
さ
ま
に
ご

説
明
申
し
上
げ
れ
ば
と
思
う
。

問　

児
童
館
等
、
町
有
施
設

の
空
い
て
い
る
と
き
の
目
的

外
使
用
の
考
え
方
を
伺
う
。

町
長　

現
在
、
町
内
会
等
の

行
事
な
ど
以
外
は
、
原
則
と

し
て
認
め
て
い
な
い
。

問　

児
童
館
等
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
ニ
ー
ズ
調
査
を
し

て
ほ
し
い
。

政
策
財
政
部
長　

現
在
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
委
託
中
で
、
そ
れ
を
参

考
と
し
た
い
。

問　

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
へ
の
バ
ス
路
線

変
更
の
進
展
は
。

町
長　

町
内
会
等
か
ら
の
要

望
を
も
と
に
、
８
月
に
京
急

バ
ス
に
そ
の
実
現
を
要
請
し

た
。

問　

そ
の
後
の
京
急
側
へ
の

確
認
は
し
た
か
。

町
長　

行
っ
て
い
な
い
。
再

度
確
認
を
す
る
。

HAYAMA STATIONHAYAMA STATION

問　

公
共
施
設
の
最
優
先
に

取
り
組
む
事
業
と
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
に

つ
い
て
聞
く
。

町
長　

役
場
庁
舎
を
は
じ
め
、

町
施
設
の
多
く
が
建
設
か
ら

30
年
以
上
経
過
し
、
大
規
模

な
改
修
や
建
替
え
の
検
討
の

た
め
、
７
人
の
委
員
に
よ
る

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
委
員
会
で
計
画
を
策
定

中
で
、
28
度
中
に
は
基
本
的

な
方
向
性
を
ま
と
め
、
29
年

度
に
は
自
身
の
思
い
も
含
め

実
施
計
画
を
策
定
す
る
。

　

ま
た
、
最
優
先
事
業
は
、

汚
水
処
理
施
設
整
備
計
画
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

平
成
37
年
度
ま
で
に
市
街
化

区
域
513
㌶
の
公
共
下
水
道
を

整
備
す
る
こ
と
や
、
学
校
給

食
基
本
構
想
に
基
づ
く
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な

ど
が
あ
る
。

問　

逗
子
市
と
連
携
し
た
国

県
道
整
備
に
つ
い
て
聞
く
。

町
長　

渋
滞
緩
和
の
有
効
な

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
三
浦

半
島
中
央
道
の
北
側
の
延
伸

が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

延
伸
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、

神
奈
川
県
を
初
め
関
係
機
関

に
要
望
を
し
て
い
る
。

都
市
経
済
部
長　

電
柱
な
ど

の
占
有
物
が
、
歩
行
者
や
自

転
車
走
行
の
障
害
に
な
る
現

状
か
ら
、
占
有
物
を
減
ら
し

て
有
効
に
歩
道
を
使
え
る
よ

う
逗
子
市
と
も
協
力
し
て
県

に
要
望
す
る
。

問　

29
年
12
月
に
ホ
ー
ル
ド

フ
ァ
ス
ト
ベ
イ
市
と
姉
妹
都

市
締
結
20
周
年
と
な
る
が
、

今
後
の
交
流
事
業
は
。

町
長　

記
念
す
べ
き
節
目
も

控
え
、
今
後
の
交
流
の
あ
り

方
に
つ
い
て
先
方
の
意
見
も

伺
い
つ
つ
、
方
向
性
を
模
索

し
て
い
る
。

歩行に邪魔な占有物歩行に邪魔な占有物
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図
書
館
へ
本
の
除
菌
ボ
ッ
ク
ス
設
置
を

教
育
部
長　

衛
生
管
理
の
視
点
か
ら
検
討
す
る

鈴木道子

窪田美樹

消
防
団
処
遇
改
善
の
報
酬
の
交
付
税
額
と
現
状
は

政
策
財
政
部
長　

交
付
税
の
基
準
額
は
千
90
万
円
、支
給
額
は
339
万
円

問　

町
お
こ
し
対
策
の
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
イ
ン
グ
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

鎌
倉
・
逗
子
と
２
市

１
町
の
ス
マ
ー
ト
ビ
ー
チ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ト
ラ
イ
し
た
。

有
意
義
な
の
で
財
源
と
し
て

活
用
す
る
準
備
を
し
て
い
く
。

問　

ご
当
地
結
婚
証
明
書
の

作
成
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

町
長　

し
お
さ
い
公
園
で
の

挙
式
の
希
望
を
実
現
し
た
。

新
た
な
葉
山
の
価
値
と
で
き

る
か
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
立
図
書
館
の
設
備
の

状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改

修
・
ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
臭

気
対
策
を
実
施
し
た
。

問　

本
の
除
菌
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
を
提
案
す
る
。
逗
子

問　

消
防
団
処
遇
改
善
の
た

め
、
適
切
な
報
酬
支
給
等
の

法
律
が
施
行
さ
れ
、
報
酬
の

交
付
税
措
置
も
さ
れ
て
い
る
。

交
付
税
額
と
現
状
は
。

政
策
財
政
部
長　

交
付
税
の

基
準
財
政
需
要
額
は
千
90
万

円
、
支
給
額
は
339
万
円
。
条

例
に
基
づ
き
支
給
し
て
い
る
。

問　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
実
施
率
が
と
て
も

低
い
。
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
逗
子
市
を
例
に
事

業
者
向
け
募
集
を
行
っ
て
は
。

福
祉
部
長　

調
査
し
た
い
。

問　

介
護
予
防
等
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
プ
ー
ル
建
設
の
考
え

は
。
以
前
、
プ
ー
ル
建
設
を

調
査
し
断
念
し
た
と
い
う
が
、

ど
の
よ
う
な
調
査
か
。

町
長　

学
校
プ
ー
ル
を
温
水

市
・
横
須
賀
市
で
は
早
期
に

設
置
さ
れ
て
い
る
状
況
だ
。

教
育
部
長　

衛
生
管
理
の
サ

ー
ビ
ス
面
か
ら
検
討
す
る
。

問　

読
書
手
帳
の
周
知
を
学

校
等
へ
も
す
べ
き
だ
が
。

教
育
部
長　

さ
っ
そ
く
、
対

応
は
図
れ
る
。

問　

災
害
時
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
設
置
を
提
案
し
た
が
、

井
戸
水
く
み
上
げ
の
方
式
が

あ
る
。
日
常
の
散
水
に
使
用

す
る
用
途
も
あ
り
便
利
だ
が
。

総
務
部
長　

設
置
の
あ
る
近

隣
市
を
視
察
し
研
究
す
る
。

問　

創
業
支
援
事
業
の
取
り

組
み
状
況
は
ど
う
か
。

町
長　

商
工
会
と
連
携
す
る

金
融
機
関
と
の
連
携
内
容
等

調
整
中
だ
。

問　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

都
市
経
済
部
長　

11
月
28
日

に
申
請
書
を
提
出
し
、
12
月

下
旬
に
認
可
の
予
定
だ
。

問　

逗
子
市
は
セ
ミ
ナ
ー
が

好
評
だ
っ
た
そ
う
だ
。
周
知

は
。

都
市
経
済
部
長　

商
工
会
と

協
議
し
積
極
的
に
広
報
す
る
。

プ
ー
ル
１
カ
所
に
し
、
バ
ス

で
送
迎
す
る
と
い
う
も
の
。

問　

国
保
料
は
、
県
内
自
治

体
で
１
世
帯
あ
た
り
６
番
目

に
高
く
、
医
療
費
は
31
番
目

で
、
病
院
に
か
か
っ
て
い
な

い
と
い
う
結
果
だ
。
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る
、

そ
の
他
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
25
番
目
。
負
担
軽

減
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

町
長　

更
に
上

昇
が
予
想
さ
れ
、

状
況
を
み
て
対

応
す
る
。

問　
「
学
校
給

食
基
本
構
想
」

の
候
補
地
の
比

較
に
、
説
明
会

で
も
要
望
が
あ

っ
た
金
額
の
比

較
が
な
い
が
。

候
補
地
で
な
く

な
っ
た
上
山
口

や
候
補
地
に
な

っ
た
葉
山
中
関
係
者
に
通
知

は
。

教
育
部
長　

保
護
者
へ
通
知
、

上
山
口
へ
は
回
覧
で
行
っ
た
。

問　

現
在
配
置
の
各
小
学
校

の
栄
養
士
は
、
セ
ン
タ
ー
化

さ
れ
て
も
配
置
さ
れ
る
の
か
。

教
育
部
長　

食
数
規
模
の
定

数
上
、
県
費
職
員
２
人
、
更

に
町
独
自
の
配
置
も
可
能
だ
。

操法演技中の消防団員操法演技中の消防団員

逗子市立図書館の「除菌BOX」逗子市立図書館の「除菌BOX」
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政
策
財
政
部
長　

現
在
、
予

算
を
含
め
調
査
研
究
中
だ
。

問　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
や

使
い
勝
手
の
改
善
は
も
と
よ

り
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
化
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
の
ペ
ー
ジ
も
早
急

に
対
応
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

政
策
財
政
部
長　

で
き
る
だ

け
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

問　

ご
み
分

別
ア
プ
リ
の

導
入
に
つ
い

て
は
。

政
策
財
政
部

長　

以
前
、

予
算
化
へ
向

け
て
取
り
組

ん
だ
が
、
費

用
対
効
果
な

ど
精
査
し
た

中
で
見
送
っ

た
経
緯
が
あ

る
。
今
後
、

環
境
課
と
も

調
整
を
図
っ

て
再
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
民
が
一
堂
に
会
す
る

運
動
会
を
開
催
し
て
み
て
は
。

町
長　

現
段
階
で
は
、
な
か

な
か
難
し
い
と
考
え
る
。

問　

８
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
。

政
策
財
政
部
長　

寄
付
者
は

９
人
、
額
面
に
し
て
25
万
円

い
た
だ
い
て
い
る
。

員
の
仕
事
と
し
て
、
ご
み
を

主
軸
に
置
く
こ
と
も
考
え
る
。

問　

28
年
は
ご
み
啓
発
の
た

め
に
120
万
円
を
増
額
、
増
員

し
た
が
効
果
が
な
か
っ
た
。

海
岸
に
ご
み
箱
を
設
置
し
、

ご
み
は
町
中
に
出
さ
な
い
と

い
う
の
も
一
つ
の
施
策
だ
。

町
長　

ご
み
箱
設
置
以
外
で

き
め
細
か
な
方
策
に
努
め
る
。

問　

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
へ
の

バ
ス
導
入
を
望
む

の
か
。

町
長　

必
要
と
思

っ
て
い
る
。

問　

な
ら
ば
問
題

点
解
決
の
た
め
に

尽
力
す
べ
き
だ
。

町
長　

近
々
も
う

一
度
、
京
急
に
打

診
を
し
て
み
た
い
。

問　

海
岸
か
ら
の

福
祉
文
化
会
館
へ

の
休
日
運
行
は
。

政
策
財
政
部
長　

か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の

で
、
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た

臨
時
便
な
ど
の
提
案
も
行
っ

て
み
る
。

問　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
障

が
い
者
の
終
の
棲
家
と
な
る

た
め
に
は
、
昼
間
の
人
件
費

が
必
要
だ
が
町
の
対
応
は
。

福
祉
部
長　

運
営
法
人
と
連

携
を
と
る
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
は

政
策
財
政
部
長　

現
在
、調
査
研
究
中
で
、迅
速
に
対
応
す
る

石岡実成

金崎ひさ

空
き
家
の
利
活
用
で
ま
ち
づ
く
り
を

町
長　

今
あ
る
公
共
施
設
で
考
え
る

問　

葉
山
町
観
光
協
会
の
在

り
方
や
機
能
を
含
め
、
今
後
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
も
強
化
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

町
長　

住
宅
の
町
、
観
光
の

町
と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
つ
つ
盛
り
上
が
り
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
そ
の
対
応
を
準
備
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

観
光
協
会
に
は
、
活
躍
を
期

待
し
て
い
る
。

問　

海
水
浴
場
開
設
期
間
の

放
置
ご
み
に
つ
い
て
は
。

環
境
部
長　

資
源
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
放
置
さ
れ
た
ご
み
は
、

27
年
度
よ
り
若
干
増
加
傾
向

に
あ
り
、
29
年
度
に
向
け
て

検
討
課
題
に
す
る
。

問　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
進
捗
状
況
は
。

問　

空
き
家
を
福
祉
の
場
と

し
て
活
用
し
て
は
い
か
が
か
。

町
長　

そ
の
地
域
の
み
の
要

望
で
買
う
こ
と
等
は
無
理
だ
。

問　

空
き
家
の
利
活
用
の
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
の

手
段
は
あ
る
は
ず
。
ま
ち
づ

く
り
の
青
写
真
は
な
い
の
か
。

町
長　

精
査
し
て
い
な
い
。

問　

資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
ご
み
不
法
投
棄
対
策
と
し

て
、
職
員
が
現
場
に
立
っ
て

指
導
し
て
は
い
か
が
か
。

環
境
部
長　

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
職
員
か
ら
も
、
そ
の
よ

う
な
話
が
出
て
い
る
。

問　

28
年
の
海
水
浴
客
の
ご

み
放
置
状
況
は
。

町
長　

例
年
よ
り
多
か
っ
た
。

問　

29
年
度
の
対
策
は
。

町
長　

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
推
進

県内自治体の「スマートフォンと連動したHP」と県内自治体の「スマートフォンと連動したHP」と
「ごみ分別アプリ」「ごみ分別アプリ」

神奈川県経営者福祉振興財団の元葉山研修センター神奈川県経営者福祉振興財団の元葉山研修センター
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町
長　

引
き
続
き
、消
防
力
強
化
の
向
上
を
図
る

消
防
団
員
の
確
保
は

土佐洋子

町
長　

防
災
無
線
の
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る

災
害
情
報
は
届
い
て
い
る
か

畑中由喜子
問　

災
害
情
報
の
有
無
が
安

全
の
確
保
に
大
き
く
影
響
す

る
。
災
害
情
報
は
き
ち
ん
と

届
く
こ
と
が
前
提
で
は
。

町
長　

防
災
行
政
無
線
は
聞

こ
え
て
な
い
と
い
う
声
が
あ

る
。
ま
だ
解
決
に
至
っ
て
い

な
い
が
、
色
々
な
機
器
を
試

し
て
お
り
、
一
刻
も
早
い
解

決
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
。

問　

町
は
１
月
に
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配

布
し
た
。
住
民
へ
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
た
の
か
。

総
務
部
長　

配
布
し
た
だ
け

だ
が
、
避
難
路
の
確
認
は
非

常
に
重
要
な
の
で
、
地
域
の

訓
練
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
で
、
実
際
に
体
験
し
な
が

ら
進
め
ら
れ
た
ら
と
思
う
。

問　

町
は
避
難
路
の
整
備
が

問　

消
防
操
法
大
会
が
役
場

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
駐
車

場
の
真
ん
中
に
あ
る
花
壇
が

競
技
者
に
と
っ
て
障
害
と
な

り
、
ま
た
危
険
だ
と
思
う
。

撤
去
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

消
防
長　

す
べ
て
の
団
員
、

役
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
た
は

会
議
で
感
想
を
聞
き
、
検
証

し
て
第
２
回
以
降
の
場
所
を

検
討
し
て
い
く
。　
　
　

問　

消
防
操
法
大
会
を
見
学

に
来
た
町
民
の
方
へ
の
熱
中

症
対
策
を
含
め
た
対
応
は
。

消
防
長　

町
民
の
皆
さ
ま
が
、

た
く
さ
ん
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
考
慮
す
る
。

問　

町
は
災
害
時
の
協
力
体

制
に
関
す
る
覚
書
を
、
関
東

学
生
ヨ
ッ
ト
連
盟
と
結
ん
で

い
る
。
春
と
秋
の
イ
ン
カ
レ

で
き
て
い
な
い
状
態
だ
と
思

う
。
歩
道
上
に
電
柱
が
あ
っ

た
り
し
て
、
車
椅
子
は
お
ろ

か
バ
ギ
ー
も
通
れ
な
い
所
が

沢
山
あ
る
。
県
へ
の
要
請
を

早
急
に
す
べ
き
だ
と
思
う
。

ま
た
、
不
幸
に
し
て
、
全
町

避
難
と
な
っ
た
時
に
、
避
難

所
に
収
容
し
き
れ
る
の
か
。

総
務
部
長　

現
在
、
県
の
被

害
想
定
で
は
、
地
震
の
場
合

の
避
難
者
数
を
１
万
２
５
０

０
人
と
想
定
し
て
い
る
が
、

避
難
施
設
は
６
７
０
０
人
で

あ
る
。
地
域
防
災
計
画
修
正

に
向
け
問
題
点
を
抽
出
す
る
。

問　

町
で
は
ご
み
を
減
ら
し
、

資
源
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
等
で

生
か
す
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
子
ど

も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
は
。

教
育
長　

教
科
学
習
や
生
活

指
導
を
含
む
特
別
活
動
を
通

し
、
ご
み
の
正
し
い
出
し
方

や
分
別
の
大
切
さ
、
減
量
化
、

再
資
源
化
を
学
習
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

下
水
道
事

業
、
海
水
浴
場
開
設
事
業

の
時
に
、
20
校
以
上
の
大
学

ヨ
ッ
ト
部
の
約
400
人
の
学
生

が
、
町
内
に
合
宿
所
を
開
設

す
る
。
消
防
団
等
に
入
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

消
防
長　

横
須
賀
市
は
機
能

別
の
消
防
団
員
と
い
う
制
度

が
あ
り
、
音
楽
隊
が
あ
る
。

問　

消
防
団
員
の
資
格
で
在

住
・
在
勤
以
外
に
在
学
を
認

め
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
ヨ

ッ
ト
部
の
学
生

は
海
が
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
な
い

の
か
。

消
防
長　

特
化

し
た
ヨ
ッ
ト
部

の
学
生
が
何
が

で
き
、
何
人
ぐ

ら
い
集
ま
る
か

が
重
要
。
さ
ら

に
条
例
改
正
を

し
て
、
規
則
を

作
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

海
水
浴
場
、
特
に
森
戸

海
岸
で
入
れ
墨
を
露
出
し
て

い
る
方
が
多
く
な
か
っ
た
か
。

町
長　

何
度
か
声
を
か
け
た
。

町
内
の
海
岸
で
な
い
場
所
全

体
に
お
い
て
も
今
後
の
課
題
。

問　

海
水
浴
場
か
ら
ご
み
を

出
さ
な
い
抜
本
的
な
対
応
は
。

町
長　

仕
組
み
作
り
と
連
携
。

防災行政無線「エルラド」防災行政無線「エルラド」

役場駐車場で行われた操法大会役場駐車場で行われた操法大会
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飯山直樹
思
い
切
っ
た
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
公
共
施
設
計
画
に

政
策
財
政
部
長　

厳
し
い
財
政
下
に
お
い
て
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
が
必
要

山田由美

自
校
方
式
が
不
可
能
な
ら
、
試
算
で
示
す
べ
き
で
は

教
育
部
長　

今
こ
の
場
で
答
え
る
の
は
難
し
い

問　

公
共
施
設
は
数
十
年
に

わ
た
り
、
年
コ
ス
ト
の
10
％

以
上
を
使
い
続
け
る
。
費
用

算
出
対
象
が
大
規
模
改
修
と

建
替
え
更
新
だ
け
だ
が
、
維

持
、
事
後
・
予
防
保
全
策
が

長
寿
命
化
の
主
体
と
な
る
。

こ
れ
ら
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
含
め
た
全
コ
ス
ト
を
正
確

に
計
画
に
反
映
す
べ
き
だ
。

政
策
財
政
部
長　

コ
ス
ト
抑

制
策
と
し
て
事
後
・
予
防
保

全
に
努
め
て
い
る
。
計
画
立

て
て
取
り
組
む
。

問　

保
全
策
が
長
寿
命
化
策

の
主
体
と
な
れ
ば
大
き
な
コ

ス
ト
削
減
と
な
り
、
削
減
分

を
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

に
充
当
す
る
な
ど
で
き
る
。

思
い
切
っ
た
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
を
公
共
施
設
計
画
に
必

問　

学
校
給
食
は
自
校
方
式

が
望
ま
し
い
が
、
最
大
の
制

約
要
因
は
敷
地
面
積
と
考
え

る
。
葉
山
小
で
は
、
２
階
建

て
の
給
食
室
は
ど
う
か
。
一

色
小
で
は
旧
校
舎
を
撤
去
し

て
、
駐
車
場
込
み
の
複
合
施

設
を
建
て
た
ら
ど
う
か
。
不

可
能
な
ら
、
試
算
で
示
す
べ

き
で
は
。

教
育
部
長　

今
こ
の
場
で
答

え
る
の
は
難
し
い
。

問　

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
改

正
に
つ
い
て
。
魅
力
的
な
町

で
な
け
れ
ば
、
さ
び
れ
て
い

く
可
能
性
が
高
い
。
町
の
存

続
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
条

例
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

当
面
の
目
標
は
条
例

の
改
正
よ
り
も
、
地
域
住
民

活
動
の
促
進
だ
と
考
え
る
。

要
。
25
％
縮
減
策
は
、
施
設

の
一
部
だ
け
を
縮
減
す
る
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
ア

イ
デ
ア
は
あ
る
か
。

政
策
財
政
部
長　

具
体
策
は

検
討
中
だ
が
、
人
口
減
が
見

込
ま
れ
る
世
代
に
関
す
る
施

設
を
統
廃
合
、
用
途
変
更
な

ど
に
よ
り
縮
減
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
。

厳
し
い
財
政

下
に
お
い
て

負
担
の
軽

減
・
平
準
化

が
必
要
。

問　

現
在
の

耐
用
年
数
は

税
法
上
の
償

却
年
数
で
あ

り
、
建
築
物

の
寿
命
と
は

関
係
な
い
。

実
際
は
優
に

100
年
以
上
使

え
る
。
間
違

っ
た
耐
用
年

数
を
も
と
に
公
共
施
設
の
維

持
コ
ス
ト
を
算
出
し
て
お
り

適
正
で
は
な
い
。
更
新
タ
イ

ミ
ン
グ
を
ど
う
考
え
る
。

政
策
財
政
部
長　

現
状
は
税

法
上
の
減
価
償
却
年
数
を
も

と
に
し
て
お
り
、
正
確
で
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、

具
体
策
は
検
討
中
。

町
が
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
期
待

で
き
る
。

問　

地
区
計
画
の
決
定
に
は
、

地
域
住
民
の
80
％
の
同
意
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

数
字
を
下
げ
る
こ
と
は
不
可

能
か
。

都
市
経
済
部
長　

地
区
計
画

は
都
市
計
画
法

で
規
制
を
か
け

る
も
の
。
地
区

計
画
に
位
置
づ

け
る
た
め
に
は

必
要
な
数
字
だ
。

問　

こ
の
夏
の

水
質
悪
化
の
原

因
と
対
策
を
問

う
。

町
長　

海
水
浴

場
の
水
質
は
川

や
潮
流
、
天
候

等
に
影
響
さ
れ

る
た
め
、
原
因

は
わ
か
ら
な
い
。

問　

旧
役
場
跡
地
の
バ
ス
ベ

イ
工
事
に
よ
っ
て
、
残
り
の

敷
地
の
利
用
価
値
が
低
下
し

た
の
で
は
。
公
園
や
保
育
施

設
な
ど
に
利
用
す
る
計
画
は
。

町
長　

利
用
価
値
に
影
響
は

な
い
と
考
え
る
。
具
体
的
な

利
用
計
画
は
特
に
な
い
。
公

共
の
空
き
地
も
必
要
だ
。

逗子市の複合施設逗子市の複合施設

一色小学校給食室一色小学校給食室
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伊東圭介

既
成
宅
地
の
防
災
工
事
等
助
成
事
業
の
導
入
を

町
長　

課
題
は
あ
る
が
、
や
る
べ
き
だ
と
思
う
　

山
梨
学
院
大
学
大
学
院
研

究
科
長
・
法
学
部
教
授
の
江

藤
俊
昭
氏
に
「
犯
罪
を
犯
し

た
議
員
に
対
す
る
議
会
と
し

て
の
対
応
」
〜
議
会
基
本
条

例
・
政
治
倫
理
条
例
・
議
員

報
酬
条
例
の
再
検
討
〜
の
講

議
員
研
修
会

問　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

の
指
定
を
受
け
て
の
町
の
対

応
を
伺
う
。

町
長　

町
内
に
は
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
と
し
て
211
カ
所

が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
28
年

１
月
に
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
全
世
帯
に
配
布
し

た
ほ
か
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
区
域
16
カ
所
及
び
地
す
べ

り
防
止
区
域
５
カ
所
が
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
町
と
県
で

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
と
併
せ
て
、
防
災
対
策
工

事
の
実
施
を
県
に
要
望
し
て

い
る
。

問　

近
隣
市
で
も
行
っ
て
い

る
既
成
宅
地
防
災
工
事
等
助

成
事
業
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

町
長　

課
題
は
あ
る
が
、
や

る
べ
き
だ
と
思
う
。

問　

同
時
に
大
き
く
な
つ
た

立
木
・
高
木
の
伐
採
に
つ
い

て
も
助
成
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
は
、
防
災
上
有
効
だ
と

思
う
が
い
か
が
か
。

町
長　

慎
重
に
制
度
設
計
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

制
度
自
体
は
確
実
に
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

問　

投
票
率
向
上
に
向
け
た

選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
の

取
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会

書
記
長　

28
年
７

月
に
行
わ
れ
た
参

議
院
議
員
選
挙
で

は
、
新
た
に
有
権

者
と
な
っ
た
18
・

19
歳
へ
の
啓
発
ハ

ガ
キ
の
発
送
と
、

期
日
前
投
票
請
求

書
兼
宣
誓
書
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
と
「
広
報
は
や

ま
」
及
び
選
挙
啓
発
チ
ラ
シ

に
掲
載
し
、
事
前
に
家
庭
で

記
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

問　

２
カ
所
目
の
期
日
前
投

票
所
や
投
票
日
当
日
の
共
通

投
票
所
の
設
置
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

商
業
施
設
等
も
視
野
に
入
れ

検
討
す
る
。

防災工事実施現場防災工事実施現場

演
を
受
け
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
、
議
員
が
こ
の
よ

う
な
犯
罪
を
犯
し
た
こ
と
、

自
ら
辞
職
し
な
い
こ
と
、
意

味
を
は
き
違
え
た
「
多
様
性
」

（
裁
き
を
受
け
た
人
間
に
対

し
て
、
社
会
は
ど
の
よ
う
に

接
す
る
の
か
）
を
強
調
し
て

弁
明
し
て
い
る
な
ど
驚
き
で

あ
る
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
辞
職
へ
の
道

を
模
索
、
住
所
要
件
で
「
失

職
」
と
し
、
県
知
事
の
審
決

で
無
効
と
な
り
ま
し
た
が
、

直
ち
に
懲
罰
に
よ
る
「
除
名
」

は
、
住
民
感
覚
に
沿
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

当
選
後
、
一
般
刑
法
犯
で

は
禁
固
刑
以
上
で
な
い
と
失

職
し
な
い
な
ど
身
分
が
保
証

さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
時
、

有
権
者
が
判
断
で
き
る
素
材

を
提
供
す
る
こ
と
が
前
提
で
、

今
回
の
事
情
（
覚
せ
い
剤
使

用
）
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

考
慮
さ
れ
な
い
と
い
う
法
律

の
欠
陥
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
法
律
の
穴
を

ど
の
よ
う
に
条
例
で
埋
め
、

条
例
改
正
で
法
律
改
正
の
き

っ
か
け
を
つ
く
る
の
か
。
議

会
基
本
条
例
・
政
治
倫
理
条

例
・
議
員
報
酬
条
例
の
再
検

討
を
お
こ
な
っ
て
、
そ
の
姿

勢
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
引
き
続

き
江
藤
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
受
け
条
例
改
正
の
手
続
き

を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

葉
山
町
の
議
会
だ
よ
り
も

常
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
町
の
課
題
を
町
民
読

者
に
分
か
り
易
く
と
の
目
標

で
文
字
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
大
前
提
で
あ
る
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

①
自
治
体
議
会
の
存
在
感
を

示
す
広
報
に
な
っ
て
い
る

か
。

②
住
民
の
知
り
た
い
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
広
報
に
な
っ
て

い
る
か
。

③
定
例
会
の
お
知
ら
せ
に
終

始
し
て
い
な
い
か
。 

④
住
民
が
主
体
的
に
参
加
す

る
協
働
広
報
に
な
っ
て
い

る
か
。

⑤
多
様
な
メ
デ
イ
ア
を
活
用

し
た
広
報
が
な
さ
れ
て
い

る
か
。

　

以
上
５
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。
表

紙
を
見
て
思
わ
ず
手
に
取
っ

て
み
た
く
な
る
よ
う
な
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
て
さ
ら
に

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
て

 

（
７
月
12
日
）
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細川前議員が再び不服申し立て

７　
　
　

月

20
日　

細
川
慎
一
前
議
員
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

本
会
議（
定
例
会
）

　
　
　

懲
罰
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

26
日　

埼
玉
県
と
き
が
わ
町
視
察
来
町

29
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

８　
　
　

月

９
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

９　
　
　

月

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

14
日　

本
会
議（
定
例
会
）

15
日　

本
会
議（
定
例
会
）

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

16
日　

決
算
特
別
委
員
会

20
日　

決
算
特
別
委
員
会

21
日　

決
算
特
別
委
員
会

23
日　

決
算
特
別
委
員
会

26
日　

決
算
特
別
委
員
会

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

本
会
議（
定
例
会
）

　
　
　

議
員
研
修
会

28
日　

決
算
特
別
委
員
会

29
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

30
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

10　
　
　

月

３
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
員
懇
談
会

11
日　

本
会
議（
定
例
会
）

12
日　

本
会
議（
定
例
会
）

13
日　

本
会
議（
定
例
会
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

18
日　

議
会
広
報
・
議
会
運
営

　
　
　

委
員
会
合
同
行
政
視
察

19
日　

議
会
広
報
・
議
会
運
営

　
　
　

委
員
会
合
同
行
政
視
察

20
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

21
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

27
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

28
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

11　
　
　

月

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

２
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

10
日　

鳥
取
県
中
部
議
長
会
視
察
来
町

　

125
号
発
行
以
後
、
126
号
発
行
ま
で
の

活
動
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

議
会
活
動
日
誌

細
川
前
議
員
が
再
び
不
服
申
し
立
て

議
会
は
除
名
処
分

　

細
川
氏
の
こ
の
言
動
は
、

著
し
く
議
会
の
品
位
と
尊
厳

を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
、
会
議
規
則
に
基
づ
き

７
月
25
日
に
「
除
名
」
処
分

と
し
ま
し
た
。

細
川
氏
再
び
不
服
申
し
立
て

　

そ
の
後
、
８
月
15
日
に
、

細
川
氏
代
理
人
か
ら
、

①
覚
せ
い
剤
使
用
が
議
場
外

の
議
員
の
個
人
的
行
為
で

あ
る
の
で
、
懲
罰
事
由
の

対
象
と
な
ら
な
い
。

②
懲
罰
事
犯
の
あ
っ
た
日
か

ら
起
算
し
て
３
日
以
内
に

懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
の
で
無
効
で
あ
る
。

③
除
名
の
懲
罰
が
重
す
ぎ
る
。

と
の
理
由
で
取
り
消
し
を

求
め
る
請
求
が
神
奈
川
県
知

事
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
ち
に
自
治
処
理
紛
争

委
員
が
指
名
さ
れ
、
葉
山
町

議
会
に
対
し
て
弁
明
書
の
提

出
が
求
め
ら
れ
、
10
月
13
日

に
、
細
川
氏
の
い
ず
れ
の
主

張
も
当
ら
な
い
と
し
た
弁
明

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

弁
明
の
趣
旨
は
、

①
最
高
裁
判
例
か
ら
見
て
も
、

議
会
外
の
行
動
で
あ
っ
て

も
議
会
の
円
滑
な
運
営
を

阻
害
し
、
品
位
や
尊
厳
を

失
墜
さ
せ
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
場
合
に
は
懲
罰
の

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

②
３
日
間
の
時
効
に
つ
い
て

は
、
会
議
規
則
で
は
議
場

内
で
行
わ
れ
た
事
犯
が
対

象
で
あ
り
、
今
回
の
案
件

の
よ
う
に
、
議
場
外
で
秘

密
裏
に
行
わ
れ
た
破
廉
恥

事
件
で
あ
り
、
犯
行
の
時

か
ら
起
算
す
る
の
は
不
合

理
で
あ
り
、
地
裁
判
例
で

も
「
議
場
外
で
の
行
為
に

は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
な

っ
て
い
る
。
本
件
で
は
、

全
員
協
議
会
で
懲
罰
事
由

が
明
確
に
な
り
、
２
日
後

に
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ

て
い
る
の
で
、
短
期
時
効

の
規
定
に
つ
い
て
も
違
法

に
は
当
た
ら
な
い
。

③
議
員
は
特
別
職
の
公
務
員

と
し
て
、
一
般
職
の
公
務

員
以
上
に
、
町
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
、
人
格
と

倫
理
の
向
上
に
努
め
、
品

位
と
名
誉
を
損
な
う
よ
う

な
一
切
の
行
為
を
慎
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

覚
せ
い
剤
使
用
等
は
論
外

で
あ
り
、
議
員
資
格
を
失
っ

て
当
然
で
す
。
こ
の
２
年
間

に
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
で

逮
捕
さ
れ
た
地
方
議
員
が
４

人
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
自

ら
職
を
辞
し
て
い
ま
す
。
よ

っ
て
「
除
名
」
の
決
定
は
極

め
て
正
当
で
あ
り
ま
す
。

黒
岩
県
知
事
の
審
決
を
待
つ

　

今
後
、
知
事
の
審
決
待
ち

と
な
り
ま
す
。

　

細
川
慎
一
氏
は
７
月
20
日
の
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、
覚
せ
い
剤
を
会
派
室
に
持
ち
込
み
、

使
用
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。



ご
み
の
共
同
処
理
に
つ
い
て

　

町
は
ご
み
の
安
定
処
理
の

た
め
に
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、

資
源
化
・
減
量
化
を
進
め
、

可
能
な
限
り
最
終
処
分
量
を

削
減
し
な
が
ら
、
効
率
的
か

つ
安
定
的
な
ご
み
処
理
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
鎌
倉

市
・
逗
子
市
と
の
協
議
に
参

加
す
る
こ
と
と
し
、
７
月
29

日
に
、
逗
子
市
役
所
に
お
い

て
鎌
倉
市
、
逗
子
市
及
び
葉

山
町
の
２
市
１
町
で
ご
み
処

理
の
連
携
に
つ
い
て
覚
書
を

締
結
し
ま
し
た
。

図
書
館
の
壁
面
ア
ー
ト

　

８
月
12
日
と
15
日
に
、
葉

山
町
立
図
書
館
の
南
側
擁
壁

に
、
町
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス壁面アート壁面アート

ト
と
職
員
と
が
共
同
で
、
海

の
生
き
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
ア
ー
ト
作
品
を
制
作
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
塗

料
を
使
用
せ
ず
、
壁
面
の
汚

れ
を
落
と
す
こ
と
で
絵
を
描

く
「
リ
バ
ー
ス
グ
ラ
フ
テ
ィ
」

と
い
う
環
境
に
配
慮
し
た
手

法
を
用
い
て
、
町
民
や
観
光

客
に
環
境
保
全
を
呼
び
か
け

る
ア
ー
ト
で
す
。
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広
報
常
任
委
員
会
で
は
、

第
３
回
定
例
会
終
了
後
、
鳥

取
県
の
北
栄
町
と
大
山
町
議

会
に
、
議
会
だ
よ
り
ほ
か
の

視
察
に
伺
い
ま
し
た
。

　

両
議
会
か
ら
非
常
に
具
体

的
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
視

察
で
し
た
。
２
日
目
に
伺
っ

た
大
山
町
議
会
は
、
議
会
だ

よ
り
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国

第
２
位
に
輝
い
た
議
会
。

　

視
察
当
日
も
６
人
の
広
報

再生紙を使用しています再生紙を使用しています

内訳は次のとおりです。
（詳しくは議会ホームページをご
覧ください）

種別 件数 金額（円）

慶祝金 ５ 45,000

弔慰金 1 10,000

見舞金 0 0

会 費 2 15,000

接遇費 4 38,836

その他 3 11,940

合 計 15 120,776

議会交際費支出状況
（平成28年４月～平成28年９月）

議　

長 

近
藤　

昇
一

議
会
広
報
常
任
委
員
会

窪
田　

美
樹　

石
岡　

実
成

横
山
す
み
子　

鈴
木　

道
子

飯
山　

直
樹　

山
田　

由
美

畑
中
由
喜
子　

待
寺　

真
司

笠
原　

俊
一

表
紙
説
明

町
長
行
政
報
告

委
員
の
う
ち
３
人
は
校
正
作

業
中
で
、
正
副
委
員
長
と
他

の
１
人
で
視
察
に
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
。
手
に
と
っ
て

読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ

り
に
、
と
の
方
針
に
徹
し
た

読
む
人
を
引
き
つ
け
る
編
集

で
、
表
紙
写
真
も
迫
力
満
点
。

　

視
察
翌
日
か
ら
の
議
会
だ

よ
り
編
集
作
業
で
は
、
早
速

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
視
察
の
２
日
後
に

大
き
な
地
震
に
遭
わ
れ
た
鳥

取
県
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
21
日
記　

横
山
す
み
子

　

今
年
の
葉
山
小
学
校
運

動
会
、
騎
馬
戦
『
風
林
火

山
・
黄
色
組
対
赤
色
組
』

の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
す
。

　

男
子
・
女
子
が
入
り
混

じ
っ
て
の
、
手
に
汗
握
る

一
進
一
退
の
攻
防
は
、
見

て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
ハ

ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
た
と

思
い
ま
す
。

　

勝
利
し
た
チ
ー
ム
の
嬉

　熊本地震に際し、義援金13万
円を日本赤十字社を通じて送付
しました。また10月18・19日に
行政視察で伺った鳥取県北栄
町・大山町が21日に「震度 6弱を
観測」というニュースに大変驚
きました。お世話になった両町
に見舞金を送る予定でしたが、
大山町から「当町は被害が少な
いので北栄町へ」とのお声をい
ただき、全議員より北栄町に20
万円を送付しました。
　被災された皆さまへ、心より
お見舞い申し上げます。

被災地へのお見舞い

平成28年第４回定例会は

12月１日（木）
からの予定です。
皆さまの傍聴を

お待ちしています。

限
り
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
』
で

は
、
最
大
の
難
関
で
あ
る

紐
の
飛
び
超
え
で
順
位
が

入
れ
替
わ
る
シ
ー
ン
に
一

喜
一
憂
し
た
保
護
者
も
多

か
っ
た
は
ず
で
す
。

し
そ
う
な
顔
は
、
普

段
な
か
な
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
心
洗

わ
れ
る
笑
顔
で
し
た
。

　

低
学
年
の
『
力
の


